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東
京
藝
術
大
学
と
コ
ロ
ナ
禍
。

そ
の
、い
ま
、こ
れ
か
ら
。

●
表
紙

工
芸
科（
陶
芸
）﹇
学
部
﹈
森
聖
華《
釣
り
キ
チ
親
父
》

好
き
な
釣
り
の
最
中
に
海
難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
父
の

骨
壺
に
入
り
き
ら
な
か
っ
た
骨
を「
骨
灰
」と
し
て
調
合
。

生
前
父
が
釣
り
上
げ
た
90
㎝
の
鯛
を
父
に
見
立
て
て
焼
成
し
た
。

舟
盛
り
の
形
は
作
者
の
出
身
地
長
崎
で
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

精
霊
船
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

●
裏
表
紙

油
画﹇
修
士
﹈
小
澤
幸
歩《
新
妻
日
記
》

＊
両
作
品
と
も
２
０
２
０
年
度
卒
業
・
修
了
作
品
展
よ
り
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「藝える」は「　　　」と読みます。今号はコロナ禍にかかわらず、卒業・

修了に向けて、おもに作品や演奏というかたちで研究成果を披露した学

生たちを取り上げます。この1年、作品制作もレッスンも学生どうしのコミュニケーション

も通常どおりとはいきませんでした。卒業・修了の展覧会や演奏会は事前予約制となり

入場制限が設けられました。しかし、彼ら・彼女らの集大成の質が落ちたわけではあり

ません。むしろ、学生たちがこの異常な日常に真摯に向き合った姿勢が反映された質が

高い作品が多かったと思っています。今号も一部の記事の企画や原稿執筆を学生編集員

に担当してもらいました。次の時代の芸術を担う若い力がこの大学では確実に育ってい

ます。そう、私たちは、コロナ禍だろうが、芸術がなければ生きてられない。

藤崎圭一郎／美術学部デザイン科教授・本誌編集長

うえる

特集

コロナ禍だろうが芸術がなければ
生きてられないPart2
「卒業・修了」

28
映画専攻15期

羽蚋組の修了制作秘話

いま、
映画をつくるということ

08
01

“密”な関係、GAPにあり
グローバルアートプラクティス専攻のこの1年

ギャップ

16 近頃、
アニメーションをつくる学生が増えてます

学科横断！

アニメーション座談会
22

学生編集員が先輩に聞く

卒演出演者
 インタビュー

34
ポスト・コロナの世界で、芸術は、私は

博士たちは語る

卒業・修了作品展



油画［学部］奥山鼓太郎《いまここ》＠東京都美術館

12〜2月、本学では博士学位審査や卒業・修了に向けての
展覧会、演奏会、上映会、研究発表が立て続けに開かれます。
はたして学生たちはこのコロナ禍にどう向かい合い、
どのような思いで集大成の発表に至ったのか。
まずは全作品をじっくり見るには2日はかかる
美術学部／美術研究科の卒業・修了作品展のダイジェストからどうぞ。



日本画［学部］＠東京都美術館

特集

 生きてられないPart2  「卒業・修了」
　 コロナ禍だろうが  芸術がなければ



 生きてられないPart2  「卒業・修了」
　 コロナ禍だろうが  芸術がなければ



彫刻［修士］羽田野皓紳《Muse》＠彫刻棟

先端芸術表現［修士］小野澤峻《演ずる造形》＠絵画棟

油画［修士］高橋成瑠  ［治］  《Metamorphose04: 浅慮》＠グラウンド

建築［学部］仁科緑《Re:CORONA 生活する島》＠東京都美術館



上：油画［学部］川目七生《街角男女備忘録》＠東京都美術館
左：工芸（染織）［修士］曾斯琴《人間花像》＠大学美術館本館

日本画［学部］右から、可児貴子〈自画像〉、可児貴子《水中散歩》
太田力天〈自画像〉＠東京都美術館



右：工芸（漆芸）［修士］野田怜眞《forme》＠大学美術館本館
上：工芸（陶芸）［学部］下城爽《経験の唄》＠東京都美術館

デザイン［学部］浅井美緒《The BOOK》＠東京都美術館

彫刻［学部］＠東京都美術館工芸［学部］〈自画像〉＠東京都美術館



デザイン［修士］岡崎龍之祐《JOMONJOMON》＠大学美術館本館

右：文化財保存学（保存科学）［修士］平戸杜飛＠大学美術館陳列館
上：工芸（陶芸）［修士］沈雨虹《破刃》＠正木記念館



大学院美術研究科グローバルアートプラクティス専攻（GAP）には
さまざまなバックグラウンドをもつ学生が集い、

そこはまるで「多様性」の縮図のよう。
学生たちの修了作品を見て、話を聞くと、

時代や社会を映した表現を生むそれぞれの視点、
そして、コミュニケーションが育んだ

コロナになんて負けない強い絆が見えてきました。



　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ー
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス（
G
A
P
）

は
2
0
1
6
年
に
大
学
院
美
術
研
究
科
に
つ
く
ら

れ
た
、
ま
だ
新
し
い
専
攻
だ
と
い
う
。
茨
城
県
に
あ

る
取
手
校
地
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
の
留
学
生
と

日
本
の
学
生
が
と
も
に
学
ん
で
い
て
、
英
語
で
授
業

が
行
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
ん
な
ざ
っ
く
り
と
し

た
情
報
は
あ
る
も
の
の
、
は
て
、〝
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

ー
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
〞
と
は
。
世
界
を
見
据
え
た
ア

ー
ト
の
実
践
？
と
、
わ
か
り
そ
う
で
わ
か
ら
な
い
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。
な
ら
ば
、
ぼ
ん
や
り
し

て
い
る
よ
り
も
直
撃
す
べ
し
。
と
、
修
了
展
ス
タ
ー

ト
の
1
週
間
前
、
修
士
2
年
担
当
の
李
美
那
先
生

と
、
な
か
で
も
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
た
と

い
う
学
生
7
人
にZoom

 

で
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
お
ー
い
、
シ
ュ
ウ
ジ
は
ど
こ
に
い
る
の
。

忘
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
　
リ
ョ
ウ
君
、

連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
な
」。
約
束
の

時
間
に
な
っ
て
も
姿
を
見
せ
な
い〝
シ
ュ

ウ
ジ
〞
さ
ん
を
呼
び
出
す
よ
う
李
先
生
が

声
を
か
け
る
。〝
リ
ョ
ウ
〞さ
ん
が
電
話
を

し
て
く
れ
て
、「
忘
れ
て
ま
し
た
！
」
と
、

す
ぐ
に
シ
ュ
ウ
ジ
さ
ん
が
画
面
に
現
れ
た
。

「
危
な
っ
か
し
い
な
ぁ（
笑
）」
と
言
う
先

生
に
つ
ら
れ
て
皆
も
笑
う
。
な
ん
だ
か
先

生
と
学
生
の
距
離
が
近
い
。
フ
ァ
ー
ス
ト

ネ
ー
ム
で
呼
び
合
っ
て
い
る
の
も
、
温
か

く
て
す
ご
く
い
い
感
じ
だ
。
大
学
院
の
研

究
室
と
い
う
と
少
し
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
気
に
吹
き
飛
ん

で
し
ま
っ
た
。
長
年
一
緒
に
過
ご
し
て
き

た
仲
間
の
よ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
る
と
、
全
員
が
李

先
生
の
研
究
室
の
所
属
生
で
は
な
い
と
聞
い
て
少
し

驚
く
。
と
い
う
の
も
G
A
P
で
は
1
年
生
の
終
わ
り

頃
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室（
通
称
ラ
ボ
）
に
分
か

れ
は
す
る
も
の
の
、
指
導
教
員
同
士
が
学
生
の
情
報

を
共
有
し
合
っ
て
い
て
、
学
年
担
当
も
い
る
。
学
生

は
ど
の
先
生
に
相
談
し
て
も
O
K
な
の
だ
と
か
。
な

る
ほ
ど
、
そ
ん
な
オ
ー
プ
ン
な
環
境
が
皆
の
醸
し
出

す
空
気
に
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
G
A
P
で
は
定
員
数
の
3
分
の
1
以
上

が
留
学
生
。
今
回
集
ま
っ
て
く
れ
た
学
生
を
見
る
と
、

半
数
ほ
ど
が
そ
う
だ
ろ
う
か
。
母
国
を
離
れ
て
日
本

で
生
活
す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。
し
か

も
昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
不
測
の
事
態
が
起
き
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
修
了
展
に
触
れ
な
が
ら
、
学

生
た
ち
が
コ
ロ
ナ
禍
で
ど
う
過
ご
し
、
制
作
に
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
あ
わ
よ
く

ば
G
A
P
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

見
え
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
。

　
日
本
の
外
に
い
て
感
じ
た
こ
と

　
ミ
ラ
イ
と
シ
ュ
ウ
ジ
の
場
合

「
海
外
か
ら
来
て
い
る
学
生
が
多
い
の
で
日
本
語
が

十時ソフィア未来（ととき・そふぃあ・みらい）／スペ
イン出身。日本国籍。マドリッドの美大を卒業後、GAP
へ。修了展では《東京アキチ・プロジェクト》として屋
内にブルーシートの作品を、屋外にセメントでかたどっ
た土嚢（いくつかは植物が芽を出している）を展示した。

 ミライ

9 文＝中村志保



GAPがわかるタイムライン
今年修了する2年生のこれまでのあゆみを
入学から振り返りつつ、GAPの基本情報をおさえましょう。

● 2019年
4月　GAPに入学 ※シュウジさんは2018年3月に入学

5月　ユニット授業スタート
▼ユニット授業とは？

GAP の基幹授業の一つで、海外の芸術大学と GAP の教
員と学生がユニットを構成して行う共同カリキュラムの
こと。日本と相手国においてワークショップ形式で授業
を開講する。GAP 新設年から継続して、ロンドン芸術
大学セントラル・セント・マーチンズ校と、パリ国立高
等美術学校と実施。学生たちはこの“ロンドンユニット”

“パリユニット”のどちらかに所属し、それぞれのテー
マのもとで数カ月間かけて共同プロジェクトを行う。
7月　GAPオープンスタジオ@陳列館 上野の大学美術館
陳列館にてユニット授業の成果発表。教員陣によるフィ
ードバック、学生による自己評価と意見交換も行われた。
● 2020年
3月　『Perception Practice / チカク』展 ユニットのプロ
グラムを含む1年間の活動での成績優秀学生による選抜
展を、遊工房アートスペースにて開催。ヒョンさんとリョ
ウさんが選ばれ、レジデンスと制作・展示を行った。
3月 　リモート授業スタート 新型コロナの影響を鑑みて、
いち早く Zoom のアカウントを独自で取得し、学生・
教員がコミュニケーションを取りやすい環境を整えた。
5月　オンライン展 4月に予定して
いた成績評価展に代わり、2019

年度の発表展をウェブ上で開催。
7月　フィジカル展 「実際に展示が
したい」という学生たちの声を受
け、取手校地で展覧会を開催。
12月　成績評価展 取手校地で開催。
● 2021年
1月29〜2月2日　修了作品展
上野校地で開催。
▼ GAPの修了方法は？ 

修士論文、修了作品 + エッセイ、
修了作品 + 修士論文の3つの方
法がある。また、作品に付随して
400字程度のステートメントを作
成することも必須。

正式名称は「東京藝術大学大学院美術研究科グローバルアートプラクティス専
攻」。通称 GAP（ジーエーピーまたはギャップと呼ぶ）。グローバルな文脈で現代アートの
社会実践を志向する研究と人材育成を目的に、2016年4月、取手校地に新設された。1学
年の定員18名のうち1/3以上の割合で留学生を受け入れ、授業は英語で行われる。

不
自
由
な
人
も
い
る
し
、
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
し
ま

う
と
孤
独
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け

は
避
け
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
李
先
生

は
言
う
。
そ
う
、
昨
年
4
月
7
日
に
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
る
直
前
の
3
月
、
い
ち
早
く
リ
モ

ー
ト
体
制
へ
と
切
り
替
え
た
の
が
G
A
P
だ
っ
た
。

李
先
生
は「
気
軽
に
心
配
事
で
も
な
ん
で
も
言
え
る

場
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
自
粛
期
間
中
は
週
に
1
度
、

学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
先
生
や
助
手
と
自
由
に
話
せ

▼GAPとは？

▼GAPの先生は？

キュレーター。静岡県
立美術館学芸員、神奈
川県立近代美術館主任
学芸員を経て GAP へ。

アーティスト。ドロー
イングと言語との関係
性をテーマに、幅広い
制作活動を行う。
※ 4月就任予定

アートプロデューサー。
演劇、美術、社会関与
型アートなどを横断す
る企画を手掛ける。
※ 4月就任予定

アーティスト。さまざ
まなものを組み合わせ、
見えない力を感じさせ
る作品を国内外で制作。

※ 2021年 4月より、GAP 専攻を兼務していた
篠田太郎准教授は絵画（油画）専攻へ、荒木夏
実准教授は先端芸術表現専攻へ配置換え予定

鈴木ヒラク
准教授

相馬千秋
准教授

毛利悠子
講師

李美那
准教授

工芸科ガラス造形研究
室教授、美術学部副学
部長も兼任。ガラス工
芸作家として活躍。

藤原信幸
教授

GAP専攻長。建築家。
トーキョーワンダーサ
イト館長、名古屋芸術
大学特別客員教授など
を経て現職。

今村有策
教授

上：オンライン展では、ウェ
ブ上に設けられたホワイト
キューブに作品を展示した。
下：フィジカル展でオープ
ンカーに観客を乗せ取手を
案内するジョンさん。



る〝
し
ゃ
べ
り
場
〞も
開
設
し
た
。

「
去
年
の
3
月
、
ミ
ラ
イ
は
ス
ペ
イ
ン
の
ど
こ
に

い
た
ん
だ
っ
け
？
」
と
尋
ね
る
先
生
に
、「
マ
ド
リ

ッ
ド
で
す
」
と
答
え
る
十
時
ソ
フ
ィ
ア
未
来
さ
ん
は
、

日
本
国
籍
だ
が
ス
ペ
イ
ン
育
ち
。
マ
ド
リ
ッ
ド
の
美

大
で
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
を
学
ん
だ
後
に
来
日
し
、

G
A
P
の
学
生
に
な
っ
た
。
昨
年
の
春
休
み
を
家
族

と
過
ご
す
た
め
ス
ペ
イ
ン
に
帰
っ
た
が
、
ロ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
に
よ
っ
て
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
と
い
う
。
結
局
、
日
本
に
戻
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
7
月
の
こ
と
だ
。
そ
れ
ま
で
はZo

o
m

で

学
生
や
先
生
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
自
宅
で
作
品
の
構
想
を
練
っ
た
。
ス
ク
ラ

ッ
プ
&
ビ
ル
ド
に
よ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す

る
東
京
の
風
景
に
、
ス
ペ
イ
ン
に
は
な
い

面
白
さ
を
感
じ
た
彼
女
が
テ
ー
マ
と
し
た

の
は〝
空
き
地
〞。
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ

る
巨
大
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
、
複
雑
か
つ

立
体
的
に
建
物
の
骨
組
み
を
表
す
直
線
を

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
で
施
し
、
そ
れ
と
呼

応
す
る
よ
う
に
、
セ
メ
ン
ト
で
か
た
ど
っ

た
土ど

嚢の
う

を
い
く
つ
も
点
在
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。「
ス
ペ
イ
ン
で
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
中

は
リ
ビ
ン
グ
で
作
業
す
る
し
か
な
か
っ
た

の
で
、
全
体
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
は
ス
ト
レ
ス
で
し
た
ね
。
日
本
に
戻

っ
て
、
学
校
で
作
品
を
広
げ
て
見
た
時
は

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」
と
、
後
期
の
授

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
週
5
日
は 〝
利

根
荘
〞（
取
手
校
地
内
に
あ
る
藝
大
関
係

者
の
宿
泊
施
設「
利
根
川
荘
」
の
愛
称
）
に
泊
ま
り
込

み
、
修
了
制
作
に
全
力
を
注
い
で
き
た
。

　
冒
頭
に
登
場
し
た
シ
ュ
ウ
ジ
さ
ん
こ
と
井
上
修
志

さ
ん
は
、
昨
年
3
月
、
留
学
先
の
ド
イ
ツ
、
ミ
ュ

ン
ス
タ
ー
に
い
た
。
G
A
P
で
は
1
年
次
に
数
カ

月
間
、
海
外
の
芸
術
大
学
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

行
う〝
ユ
ニ
ッ
ト
〞
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
の
だ
が
、
そ
の
際
に
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
で

参
加
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
授
業
に
衝
撃
を
受
け

た
の
だ
と
か
。
学
部
時
代
は
多
摩
美
術
大
学
の
工
芸

学
科
で
鍛
金
を
専
攻
し
て
い
た
彼
は
、「
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ん
て
無
縁
だ
っ
た
か
ら
、
初
め
て
の
こ
と

を
理
解
で
き
な
い
言
語
の
な
か
で
や
っ
て
、
視
野
が

開
か
れ
た
体
験
だ
っ
た
」
と
言
う
。
先
生
も「
も
の

す
ご
い
度
胸
を
つ
け
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

留
学
し
て
き
ま
す
！
と
今
度
は
ド
イ
ツ
に
。
こ
の

2
年
間
で
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
人
」と
微
笑
む
。

　
そ
ん
な
シ
ュ
ウ
ジ
さ
ん
は
宮
城
県
石
巻
市
出
身
で
、

中
学
3
年
の
時
に
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
い
る
。

8
月
に
帰
国
し
た
彼
は
修
了
展
に
向
け
、
震
災
時
に

多
く
の
人
が
避
難
し
た「
日ひ

和よ
り

山や
ま

」
の
山
頂
部
へ
と

続
く
階
段
を〝
延
長
〞
す
る
階
段
状
の
作
品
を
準
備

し
て
き
た
。
被
災
物
を
彷
彿
と
さ
せ
る
テ
レ
ビ
や
冷

井上修志（いのうえ・しゅうじ）／宮城県石巻市出身。
中学 3年の時に東日本大震災を経験。多摩美術大学で鍛
金を学び、GAPへ。途中、交換留学でドイツに渡った。《日
和山の階段を新しい視点まで延長してみる》の側面にあ
るモニターには、現地で階段を延長した際の映像が。
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蔵
庫
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
自
転
車
、
日
用
品
な
ど
を
積

ん
だ
り
埋
め
込
ん
だ
り
し
た
セ
メ
ン
ト
づ
く
り
の
大

き
な
作
品
だ
。「
今
は
海
と
陸
の
間
に
防
潮
堤
が
建

設
さ
れ
て
、
住
ん
で
い
る
人
も
減
っ
た
し
、
僕
が
子

ど
も
の
頃
に
見
て
い
た
石
巻
の
風
景
と
は
ま
る
で
違

い
ま
す
。
正
直
い
い
こ
と
だ
と
は
思
え
な
い
け
ど
、

こ
れ
か
ら
そ
こ
で
育
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
存
在

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
町
を
眺
め
な
が
ら
、
皆
で
改
め
て
話
し
合
う
必

要
が
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。
日
和
山
か
ら
町
を
一

望
で
き
る
階
段
を
さ
ら
に
延
長
し
て
、
視
点
を
変
え

て
景
色
を
見
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」。
11
月
に

は
石
巻
市
の
許
可
を
受
け
て
実
際
に
現
地
で
の
展
示

を
行
い
、
そ
の
後
、
石
巻
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
作
品
に
普
遍
性
を
も
た
せ
る
こ
と
を
課
題
に
、
修

了
展
で
は
よ
り
彫
刻
的
な
要
素
を
帯
び
た
作
品
へ
と

進
化
さ
せ
た
。

　
成
績
優
秀
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
模
索 

　
ヒ
ョ
ン
と
リ
ョ
ウ
の
場
合

　
次
に「
昨
年
3
月
は
遊
工
房
で
展
示
が
あ
っ
た
か

ら
、
ヒ
ョ
ン
が
ソ
ウ
ル
に
帰
っ
た
の
は
夏
だ
っ
た
よ

ね
」
と
先
生
が
言
葉
を
向
け
た
の
は
、G
A
P
に
入
る

前
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

大
学
で
美
術
史
を
学
ん

だ
韓
国
出
身
の
ジ
ョ
・

ヒ
ョ
ン
ジ
ュ
さ
ん
。
遊

工
房
で
の
展
示
と
は
、

1
年
修
了
者
の
う
ち
成

績
優
秀
者
2
名
が
杉
並

区
善
福
寺
に
あ
る
遊
工

房
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
で

制
作
・
展
示
の
機
会
を

与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
、
ヒ
ョ
ン
さ
ん
も
そ
の

う
ち
の
1
人
に
選
ば
れ
た
。
G
A
P
に
来
た
わ
け
を

「
美
術
史
で
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
視
点
か
ら
批
評
す

る
け
れ
ど
、
作
家
と
作
品
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た

め
に
は
自
分
も
制
作
す
る
こ
と
を
経
験
す
る
必
要
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ
て
た
ん
で
す
。
そ
う
い

う
環
境
に
身
を
置
い
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
修
了
制
作
と
と
も
に
修
士

論
文
に
も
取
り
組
み
、
論
文
の
テ
ー
マ
は「
現
代
美

術
作
家
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
持
続
に
関
す
る
研
究
」。

17
人
の
作
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
内
容
を
も
と
に
、

キ
ャ
リ
ア
を
築
く
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
作
家

が
作
品
を
つ
く
る
動
機
や
目
的
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

ま
た
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ベ
ー
ス
に〝
言
葉
〞

を
使
っ
た
作
品
を
制
作
し
、
論
文
と
作
品
が
呼
応
し

合
う
彼
女
ら
し
い
修
了
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
ヒ
ョ
ン
さ
ん
と
共
に
遊
工
房
で
の
展
示
を

行
っ
た
の
が
、
名
古
屋
芸
術
大
学
卒
業
後
に
同
大
学

で
助
手
と
し
て
勤
務
し
た
経
歴
を
も
つ
山
口
諒
さ
ん

だ
。
李
先
生
曰
く
、「
リ
ョ
ウ
が〝
お
化
け
〞
を
テ
ー

マ
に
し
た
い
と
相
談
し
て
き
て
、
最
初
は
ど
う
い
う

こ
と
？
と
思
っ
た
ん
で
す
が（
笑
）」。
そ
れ
に
は
わ

け
が
あ
っ
た
。
リ
ョ
ウ
さ
ん
は
、
3
0
0
年
以
上

も
の
歴
史
が
あ
る
長
野
県
の
旧
家
の
生
ま
れ
。
堂
々

た
る
木
造
家
屋
の
実
家
は
、
ま
さ
に
お
化
け
が
棲
ん

で
い
て
も
合
点
が
い
く
よ
う
な
雰
囲
気
な
の
だ
。「
ず

曺賢珠（ジョ・ヒョンジュ）／ソウル
出身。コロンビア大学卒業後に GAP
入学。修了後は、ロンドン芸術大学セ
ントラル・セント・マーチンズの博士
課程へ進むことが決まっている。《何
か / 常に / 息をする / 私の / 作 / 助
ける》ではバラバラになった言葉の欠
片に光を当てた。
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っ
と
、
ど
こ
か
自
分
の
出
自
に
触
れ
る
の
を
避
け
て

い
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
G
A
P
に
入
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
仲
間
と
出
会
い
、

国
や
両
親
の
こ
と
な
ど
も
オ
ー
プ
ン
に
話
し
て
く
れ

る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
自
然
と
僕
も
自
分
と
向
き

合
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
」

　
修
了
展
で
は
、
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
で
魔
除
け

と
し
て
の
意
味
を
も
つ〝
蚊
帳
〞
を
張
り
、
そ
こ
に

自
身
が
彷さ

ま
よ徨

い
歩
く
映
像
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投

影
す
る
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
制
作
し
た
。

「
今
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
に

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
シ
ー

ト
越
し
に
見
る
と
人
が
少
し
ぼ
や
け
て
い
た
り
、
声

も
届
き
に
く
か
っ
た
り
す
る
。
こ
の
状
況
も
、
お
化

け
や
不
確
か
な
存
在
と
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
」。
自
身
へ
の
課
題
と
し
て
い
た
個
人
的
な
感
情

や
事
柄
を
扱
う
こ
と
と
、
社
会
的
な
事
象
を
す
り
合

わ
せ
た
作
品
と
な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
展
で
得
た
も
の

　
ジ
ョ
ン
と
セ
ピ
の
場
合

　
さ
て
、
昨
年
3
月
を
起
点
に
一
部
の
学
生
の
活

動
を
見
て
き
た
が
、
そ
の
頃
、
修
士
2
年
へ
の
進

級
を
控
え
た
学
生
た
ち
は
皆
、
4
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
成
績
評
価
展
の
準
備
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。 

だ
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
展
示
は
中
止
と
な
り
、
急
遽

5
月
下
旬
に〝
オ
ン
ラ
イ
ン
展
〞
を
行
う
こ
と
に
。

ウ
ェ
ブ
の
制
作
は
田
中
ジ
ョ
ン
直
人
さ
ん
が
買
っ
て

出
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
美
術
史
と
農
業
を
専
攻

し
、
日
本
の
企
業
の
研
究
所
に
勤
め
た
経
歴
を
も
つ

彼
は
、
帰
国
子
女
で
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
。
時
に
は
皆
の

通
訳
と
し
て
ひ
と
肌
脱
ぐ
と
い
う
頼
れ
る
存
在
だ
。

「
僕
は
G
A
P
で
、
取
手
校
地
が
な
ぜ
取
手
の
小お

文も
ん

間ま

と
い
う
土
地
に
あ
る
の
か
、
関
係
者
の
話
や
資
料

を
も
と
に
リ
サ
ー
チ
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
も
と
も
と
人
に
話
を
聞
い
た
り
一
緒
に

何
か
を
す
る
の
が
好
き
な
の
で
、
コ
ロ
ナ
前
は
誰
か

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
便
乗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
多
く
、

自
分
の
制
作
や
研
究
に
集
中
す
る
時
間
を
十
分
に
と

れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
自
粛
期
間
中
は
外

出
で
き
ず
一
人
に
な
っ
て
、
自
分
の
前
に
あ
る
の
は

パ
ソ
コ
ン
だ
け
。そ
ん
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と
で〝
ネ

ッ
ト
上
に
あ
る
取
手
校
地
の
情
報
は
全
部
見
た
〞
と

言
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
逆
に
エ
ン
ジ
ン
が
か
か

り
ま
し
た
」
と
話
す
ジ
ョ
ン
さ
ん
。
本
人
自
ら
ガ
イ

ド
役
と
な
り
、
取
手
校
地
を
巡
り
な
が
ら
歴
史
や
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
案
内
す
る
と
い
う
企
画
を
準
備

し
て
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
展
の
た
め
に
バ
ー
チ
ャ
ル

ツ
ア
ー
へ
と
変
更
し
た
も
の
の
、
取
手
の
風
景
写
真

や
地
図
、
縁
の
あ
る
著
名
人
の
写
真
な
ど
を
用
い
て

ガ
イ
ド
を
行
い
、「
実
際
の
ツ
ア
ー
で
は
回
り
切
れ

な
い
場
所
も
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
い
い
面
も

あ
っ
た
」と
言
う
。

山口諒（やまぐち・りょう）
／長野県出身。名古屋芸術
大学卒業後に同大学の助手
を経て GAP へ。《白昼夢》
では、蚊帳とスクリーン、
プロジェクター、スピー
カーなどを使い、不確かな
存在を可視化することを試
みた。彼自身の経験と社会
的な事象がシンクロする。
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ま
た
、
イ
ラ
ン
出
身
で
、
母
国
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
写
真
家
と
し
て
活
動
し
て
き
た
セ
ピ
デ
・
ハ
シ

ェ
ミ
さ
ん（
愛
称
は
セ
ピ
）
は
、
修
士
1
年
の
時
に

ユ
ニ
ッ
ト
で
参
加
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
授
業
を

「
イ
ラ
ン
で
は
、
特
に
男
性
に
混
じ
っ
て
女
性
が
身

体
を
使
っ
て
表
現
す
る
の
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
る
の
で
、

私
に
と
っ
て
す
ご
く
勇
気
の
い
る
こ
と
で
し
た
。
で

も
自
分
の
殻
を
破
り
た
い
！
と
挑
戦
し
て
自
信
が
つ

い
た
」
と
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
こ
う
話
し
て
く
れ

た
。「
G
A
P
で
は
、
カ
メ
ラ
を
使
わ
な
い
表
現
を

模
索
し
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
4
月
の
成
績
展
で

は
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
要
素
の
強
い
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
構
想
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ウ
ェ
ブ
上
で
見
せ

る
の
は
難
し
く
て
、
写
真
作
品
に
変
更
す
る
こ
と
に
。

で
も
、
自
粛
期
間
中
は
写
真
を
撮
る
こ
と
で
気
を
紛

ら
わ
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
原
点
回
帰
し
て
何
を
表

現
し
た
い
の
か
見
つ
め
直
す
時
間
に
な
り
ま
し
た
」

　
ウ
ェ
ブ
上
で
ど
う
プ
レ
ゼ
ン
す
る
か
そ
れ
ぞ
れ
試

行
錯
誤
し
、
練
り
上
げ
て
き
た
作
品
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
な
が
ら
も
前
向
き
に
捉
え
る
姿
が
頼
も
し

い
。
だ
が
、
本
来
画
面
で
見
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
く
、
身
体
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
大

き
な
作
品
や
、
マ
テ
リ
ア
ル
が
重
要
に
な
る
作
品
に

取
り
組
ん
で
い
た
人
も

い
て
、
結
果
と
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
展
は
多
く
の

学
生
に
モ
ヤ
モ
ヤ
と
し

た
感
情
を
残
し
た
の
も

事
実
だ
っ
た
。

　
フ
ィ
ジ
カ
ル
展
で

　
戻
っ
て
き
た
も
の

　
ク
レ
ム
の
場
合

「
ど
う
し
て
も〝
実
際
の
〞展
示
が
や
り
た
い
！
」
と

い
う
学
生
た
ち
の
熱
望
に
よ
っ
て
、
7
月
に
取
手

校
地
で〝
フ
ィ
ジ
カ
ル
展
〞が
実
現
す
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
展
覧
会
に
テ
ー
マ
を
表
す
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
は

な
い
。
学
生
と
教
員
で
4
月
の
成
績
展
を
ど
ん
な

形
で
行
う
か
話
し
合
っ
た
際
、「
展
覧
会
の
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
つ

く
り
た
い
も
の
を
思
い
切
り
や
っ
た
作
品
を
評
価
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
学
生
た
ち
の
意
見
が
採
用
さ
れ

た
か
ら
だ
。
さ
ら
に
学
生
た
ち
が
人
選
し
た
批
評
家

も
招
い
た
。
通
常
な
ら
教
員
が
決
め
る
よ
う
な
こ
と

も
、
学
生
た
ち
が
自
主
的
に
深
く
関
わ
っ
て
つ
く
り

上
げ
て
い
く
の
は
、
G
A
P
な
ら
で
は
だ
。

　
フ
ィ
ジ
カ
ル
展
で
は
、
例
え
ば
取
手
校
地
に
つ
い

て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
先
述
の
ジ
ョ
ン
さ

ん
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
ー
を
用
意
し
、
助
手
席
に
お
客

さ
ん
を
乗
せ
て
ツ
ア
ー
を
実
現
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
、
説
明
の
隙
間
に
あ
る
何
気
な
い

会
話
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

ま
た
、
セ
ピ
さ
ん
は
母
国
イ
ラ
ン
で
食
さ
れ
る
羊
の

脳
ミ
ソ
と
写
真
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

「
自
粛
期
間
中
はZoom

で
み
ん
な
と
話
し
た
り
は

し
て
た
け
ど
、
何
か
失
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
く
感

覚
が
あ
っ
た
。
で
も
そ
の
感
覚
が
7
月
の
フ
ィ
ジ

カ
ル
展
で
一
気
に
戻
っ
て
き
た
感
じ
で
し
た
。
制
作

す
る
う
え
で
、
人
と
も
物
と
も
対
面
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

 ジョン
田中ジョン直人（ たなか・じょん・
なおと）／東京都出身。カリフォルニ
ア大学デービス校卒業。日本の大手
メーカーに勤務したのち、GAP の学
生に。《東京芸術大学取手校地 30周年
記念展》と題し、これまで取り組んで
きた取手校地が位置する小文間の歴史
と証言を展示した。
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ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
大
き
な
喜
び
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」
と
話
す

の
は
、
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
ク
レ
メ
ン
タ
イ
ン
・
ナ
ッ

ト
さ
ん（
愛
称
ク
レ
ム
）。
建
築
の
修
復
家
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
彼
女
は
、
金
継
ぎ
を
学
ぶ
た
め

来
日
、
美
術
学
部
工
芸
科
の
研
究
生
と
な
り
、
そ
の

後
G
A
P
へ
。
制
作
し
た
壺
を
一
度
壊
し
て
金
継
ぎ

し
、
新
た
な
も
の
に
す
る
と
い
う
作
品
を
制
作
し
て

き
た
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
展
で
は
そ
の
実
物
を
展
示
し
、

実
際
に
見
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
と
い
う
。

た
だ
、
学
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
り
と
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
ク
レ
ム

さ
ん
だ
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
工
房
が
使
用
で
き
な

い
期
間
が
続
き
、
悩
ん
だ
末
に
修
了
を
1
年
延
期

す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

　
み
ん
な
バ
ラ
バ
ラ
だ
か
ら

　
大
変
で
、
面
白
い

　
学
生
た
ち
の
顔
ぶ
れ
と
活
動
の
場
は
本

当
に
国
際
色
豊
か
だ
。
し
か
し
、
多
様
さ

は
国
籍
に
限
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
日
本

国
籍
で
も
英
語
の
ほ
う
が
得
意
な
人
も
い

れ
ば
、
少
し
前
ま
で
会
社
員
だ
っ
た
人
も

い
る
。
既
に
キ
ャ
リ
ア
を
も
つ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
実
技
は
初
心
者
と
い
う
人
も
い
て
、

実
に
バ
ラ
バ
ラ
な
の
だ
。「
国
籍
や
言
語

が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
学
生
の
集
ま
り
な

ん
で
す
」
と
、
李
先
生
が
言
葉
に
力
を
込

め
る
の
に
も
う
な
ず
け
る
。
学
生
た
ち
を

見
て
い
る
と
、
助
け
合
い
、
尊
敬
し
合
い
、
高
め
合

う
と
い
う
、〝
密
〞
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
結

ん
だ
絆
が
見
え
て
く
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
と
は
、
人
々

の
多
様
性
を
享
受
し
た
う
え
で
、
共
働
で
き
る
場
や

方
法
を
探
す
こ
と
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
の
だ
。

　
そ
し
て
彼
ら
の
修
了
作
品
か
ら
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ
が
、
時
代
や
社
会
を
反
映
し
た

表
現
の
強
度
を
さ
ら
に
増
し
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら

れ
る
。
ま
た
そ
れ
を
生
み
出
す
個
々
の
視
点
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
悩
み
な
が
ら
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
駆
け
抜
け

て
き
た
こ
と
で
深
度
を
増
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

4
月
か
ら
は
、
こ
の
G
A
P
で
の
経
験
が
そ
れ
ぞ
れ

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
と〝
仲
間
入
り
〞し
て
、
皆

ま
た
異
な
る
地
を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
。

　
最
後
は
、
ジ
ョ
ン
さ
ん
の
言
葉
を
借
り
て
締
め
く

く
り
た
い
。「
G
A
P
は〝
ギ
ャ
ッ
プ
〞
と
読
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。
留
学
生
も
日
本
人
も
い
て
、
そ
こ
で

は
い
い
意
味
で
矛
盾
や
す
れ
違
い
が
起
き
た
り
す
る
。

そ
れ
は
会
社
の
な
か
で
も
、
社
会
で
生
き
る
う
え
で

も
思
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
本
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
目
指
す
こ
と
で
、
得
る
も
の
も
失
わ

れ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
る
。
そ
う
い
う
さ
ま
ざ
ま
な

ギ
ャ
ッ
プ
を
含
め
て
、
G
A
P
だ
と
思
う
ん
で
す
」

Sepideh Hashemi（セピデ・ハシェミ） ／イラン出身。
テヘラン芸術大学卒業後、ドキュメンタリー写真家とし
て活躍。GAP では「マテリアリズム」をテーマに制作し、
写真や肉の破片を使った《Did I meat you last night?》で
は、性差なく「人は皆同じ “ 肉 ” である」の意を込めた。

 セピ

15



テレビでも映画でも動画サイト上でも世を席巻するアニメーション。
アートの世界でも、その表現の可能性に注目が高まっています。
われらが藝大においても学科横断的に制作されている今、
当事者たちは、いかにして手法やテーマを究めているのか？
学生編集員が、各科で注目のクリエーターたちに尋ねました。

大学院映像研究科
アニメーション専攻修士2年

松岡美乃梨

音楽学部
音楽環境創造科 4年

永田風薫

学生編集員
音楽学部

器楽科ヴァイオリン専攻1年
丸山怜子

学生編集員　
音楽学部楽理科 2年

渡邊真衣

学生編集員　
音楽学部作曲科 3年

内田拓海

美術学部
デザイン科 4年

髙田潤

美術学部
先端芸術表現科 4年

川畑那奈

 近頃、アニメーションをつくる学生が増えてます

アニメーション座談会学科
 横断！

文＝大谷道子 16



内
田
　『
藝
え
る
』
で
は
こ
れ
ま
で
美
術
学
部
の
彫

刻
や
絵
画
と
い
っ
た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
音
楽
の

演
奏
を
す
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
っ
て
も
、
映
像
を
特
集
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
機
会
を
設
け
た
か

っ
た
と
い
う
こ
と
と
、
学
生
編
集
員
か
ら
も「
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
面
白
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う

声
が
あ
っ
て
…
…
。
皆
さ
ん
は
所
属
す
る
科
が
違
う

し
、
卒
業
制
作
の
作
品
を
拝
見
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
手
法
や
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
ね
。

松
岡
　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
は
大
学
院
の
み
で
、

例
年
は
1
学
年
16
人
く
ら
い
。
で
も
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
休
学
を
選
択
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
、
修
了
生
は
9
人
で
す
。
手
法
は
、
大
学
院
に
入

学
し
て
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
本
当
に
興

味
の
赴
く
ま
ま
に
手
法
を
追
求
し
て
い
て
…
…
。
他

科
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
っ
て
い
る
方
が
い
る

こ
と
は
、
展
覧
会
や
発
表
の
場
で
作
品
を
見
て
知
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、

み
な
さ
ん
、
一
か
ら
学

ん
で
自
分
で
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
点
で
す
ご

く
挑
戦
的
だ
と
思
う
し
、

よ
く
研
究
さ
れ
て
い
る

な
と
感
じ
ま
す
。

髙
田
　
僕
は
デ
ザ
イ
ン

科
で
、
も
と
も
と
は
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

よ
り
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス（
テ
キ
ス

ト
や
イ
ラ
ス
ト
に
動
き

を
つ
け
た
映
像
）
か
ら

始
め
ま
し
た
。
2
年
生
の
後
半
に
課
題
で
は
じ
め
て

つ
く
っ
た
映
像
を「
い
い
ね
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

こ
と
か
ら
ハ
マ
っ
て
い
っ
て
…
…
。
ス
ト
ー
リ
ー
入

り
の
作
品
を
や
る
の
は
卒
制
が
は
じ
め
て
だ
っ
た
の

で
、
脚
本
に
い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
ま
し
た
。

川
畑
　
髙
田
さ
ん
の
作
品
、
映
像
だ
け
ど
す
ご
く
小

説
的
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
新
海
誠
監
督
の
初
期
の

作
品
に
、
ち
ょ
っ
と
近
い
ム
ー
ド
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

髙
田
　
本
当
で
す
か
？
　
王
道
で
す
け
ど
、
新
海
さ

ん
や
細
田
守
さ
ん
の
作
品
は
好
き
で
見
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
科
で
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
人
は

増
え
て
い
る
…
…
の
か
な
？
　
で
も
、
発
表
さ
れ
る

映
像
作
品
を
見
る
と
き
は
、
若
干
ラ
イ
バ
ル
心
を
も

ち
な
が
ら
見
て
い
た
り
し
ま
す
ね（
笑
）。

川
畑
　
私
の
い
る
先
端
芸
術
表
現
科
で
は
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
人
は
多
く
な
く
て
、
私
も
最
初

は
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

か
な
り
違
う
こ
と
を
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
得

意
な
絵
を
生
か
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
？
と
い
う
考
え
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
や
り
始

め
ま
し
た
。
個
人
的
に
は
世
の
中
で
生
き
て
い
る
な

か
で
感
じ
た
こ
と
、
社
会
の
情
勢
を
風
刺
的
に
眺
め

る
こ
と
か
ら
発
見
し
た
ア
イ
デ
ア
を
、
見
下
ろ
す
よ

たかだ・うるお／ 1997年生まれ。卒業制作『赤いランプが揺れ
ている』は、生きることに倦

う
んだ主人公が死んだ人の視線で世界

を見る「幽霊体験」を通し、生の意味を捉えなおす短編。実写映
像にエフェクトをかけてつくったリアルなアニメーションと詩情
豊かな台詞が紡ぎ出す、幻想的かつ切実な世界観が光る初監督作。

初
挑
戦
だ
か
ら

 

い
ち
ば
ん
や
り
た
い
こ
と
を

や
り
ま
し
た
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う
な
ワ
ン
カ
ッ
ト
…
…
私
は
こ
れ
を〝
神
の
視
点
〞

っ
て
呼
ん
で
い
る
ん
で
す
が
、
風
景
の
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
で
構
造
的
に
何
か
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
を
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
て
。
卒
制
は
、
そ
う
し

た
意
味
で
学
生
時
代
の
挑
戦
の
集
大
成
に
な
っ
て
い

る
の
か
な
？
と
思
い
ま
す
。

永
田
　
僕
は
音
環（
音
楽
環
境
創
造
科
）
で
す
が
、

川
畑
さ
ん
の
よ
う
に
大
き
な
テ
ー
マ
の
作
品
だ
と
、

音
楽
を
つ
け
る
の
が
難
し
そ
う
で
す
よ
ね
。

川
畑
　
そ
う
な
ん
で
す
。
音
楽
の
人
に
は
、
途
中
ま

で
で
き
た
時
に
見
せ
て「
と
り
あ
え
ず
、
つ
け
て
く

だ
さ
い
！
」
と
お
願
い
し
た
ん
で
す
が
、
す
ご
く
困

ら
せ
て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
…
…
。
教
授
か

ら
も「
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
下
手
だ
！
」
と
叱
ら
れ

ま
し
た（
笑
）。
そ
の
あ
と
、
完
成
し
た
全
体
を
見

せ
て
、
さ
ら
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

永
田
　
で
も
、
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
風
の
音
が
効

い
て
い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
卒
制
を
3
作
出

し
て
い
て
、
う
ち
2
つ
が
3
D
C
G
の
作
品
。
正
直
、

あ
ま
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
は
意
識
し
て

つ
く
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
お
声
が
け
は
い
た
だ

い
た
ん
で
す
が
、
も
し
か
し
た
ら
僕
は
こ
の
記
事
の

企
画
に
は
そ
ぐ
わ
な
い

人
間
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん（
笑
）。

内
田
　
い
え
い
え
。

永
田
　
で
も
、
確
か
に

C
G
も
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
だ
し
ア
ニ

メ
を
見
る
の
は
好
き
な

の
で
、
接
点
も
あ
る
に

は
あ
る
の
か
な
と
…
…
。

今
の
映
画
っ
て
、
ほ
ぼ

全
作
品
に
C
G
が
使
わ

れ
て
い
る
し
、
技
術
的

に
も
す
ご
く
洗
練
さ
れ
て
、
た
と
え
ば
人
の
描
写
に

関
し
て
は
ほ
ぼ
実
写
と
遜
色
な
い
く
ら
い
の
も
の
が

つ
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
は
限
り
な

く
現
実
に
近
い
模
倣
だ
っ
た
は
ず
の
C
G
が
、
社
会

に
対
し
て
も
の
申
せ
る
範
囲
が
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
る
な
か
で
、
じ
ゃ
あ
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
っ
て
ど

こ
に
あ
る
ん
だ
ろ
う
？
と
…
…
。
こ
う
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
つ
い
つ
い
話
が
大
き
く
な
っ
て
い
く

の
で
、
そ
の
う
ち「
自
分
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
み

た
い
な
と
こ
ろ
ま
で
広
が
っ
て
、
疲
れ
て
し
ま
う
ん

で
す
け
ど（
笑
）。

松
岡
　
フ
フ
フ
。
確
か
に
、
永
田
さ
ん
の
作
品
の
宇

宙
の
映
像
に
は
実
写
と
は
違
う
C
G
特
有
の
素
材

感
が
表
現
さ
れ
て
い
て
、
面
白
か
っ
た
で
す
。

永
田
　
そ
う
で
す
ね
。
個
人
的
に
は
、
C
G
特
有
の

バ
グ（
不
具
合
）的
な
要
素
に
、
逆
に
フ
ェ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
い
う
か
、
魅
力
を
感
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

松
岡
　
私
の
修
了
制
作
は
コ
マ
撮
り
の
ア
ニ
メ
ー
シ

かわばた・なな／ 1998年生まれ。シンプルな手描きの線をアニ
メーション、モーショングラフィックスの技法で躍動させた卒業
制作『WEATHER MAP』は、ごく短編ながら人間社会の不条理性
を突き詰めた一作。「風景を引いて見せることだけを決めてつく
りました。風刺精神を制作の柱にして、これからも取り組みます」

「
神
の
視
点
」で

世
の
中
を
俯
瞰
、

風
刺
し
続
け
た
い
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ョ
ン
で
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
切
り
絵
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
を
つ
く
っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
今
回
、
は
じ
め
て

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
た
。
制
作
は
、
テ
ス
ト
を
含
め
て
7
カ
月
く
ら
い
。

登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
と
つ
に
う
さ
ぎ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
が
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
う
さ
ぎ
が
見
聞

き
し
た
こ
と
を
再
現
ド
ラ
マ
化
す
る
か
た
ち
に
な
っ

て
い
て
、
そ
れ
が
部
屋
に
こ
も
っ
て
一
人
で
つ
く
っ

て
い
る
感
じ
と
リ
ン
ク
し
て
、
独
特
な
ム
ー
ド
に
な

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
コ
ロ
ナ
に
強
い
？

　
四
者
四
様
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
制
作

丸
山
　
私
は
音
楽
学
部
の
1
年
で
美
術
学
部
の
こ
と

を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
の
で
す
が
、
生
音
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
音
楽
と
違
っ
て
、
美
術

の
方
々
は
も
と
も
と
個
人
作
業
が
多
い
の
で
は
、
と

い
う
認
識
で
し
た
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に
も
、

や
は
り
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

松
岡
　
そ
う
で
す
ね
ぇ
…
…
授
業
も
リ
モ
ー
ト
に
な

っ
て
、「
本
当
に
自
分
は
藝
大
生
な
の
か
？
」
と
感

じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
ね（
笑
）。
コ
マ
撮
り
に

関
し
て
は
も
と
も
と
ひ
と
り
で
や
っ
て
い
く
し
か
な

い
ん
で
す
が
、
昨
年
ま
で
は
学
校
に
登
校
し
て
制
作

し
て
い
た
の
が
コ
ロ
ナ
で
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
そ

の
状
況
を
逆
に
生
か
そ
う
と
、
自
分
の
部
屋
で
身
近

な
も
の
を
使
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

髙
田
　
日
用
品
や
食
べ
物
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に

命
が
こ
も
っ
て
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。

永
田
　
と
く
に
、
食
べ
物
や
飲
み
物
の
扱
い
方
っ
て

す
ご
く
難
し
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
た
ぶ
ん
、
た
く

さ
ん
実
験
を
さ
れ
た
ん
だ
ろ
う
な
…
…
と
。

松
岡
　
そ
う
で
す
ね
。
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
に
広
が
る

シ
ミ
の
広
が
り
方
な
ど
、
予
想
し
た
以
上
に
う
ま
く

い
っ
た
と
い
う
偶
然
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
入
学

し
て
間
も
な
い
頃
、
学
科
の
先
生
が「
制
約
が
ア
イ

デ
ア
を
生
む
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

ま
さ
に
そ
の
言
葉
が
現
実
に
な
っ
た
と
い
う
か
…
…
。

も
し
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
な
か
っ
た
ら
、
ま
っ
た
く
別

の
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

永
田
　
音
環
は
卒
制
審
査
が
他
の
学
科
に
比
べ
て
ち

ょ
っ
と
早
く
て
、
11
月
な
ん
で
す
。
去
年
は
10
月
ま

で
学
校
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
家
で
制
作
を
し
て

い
た
ん
で
す
が
、
作
品
に
出
て
く
る
大
き
な
什
器
を

塗
装
す
る
た
め
に
部
屋
の
半
分
く
ら
い
を
養
生
し
た

り
と
か
、
け
っ
こ
う
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。

川
畑
　
私
は
手
描
き
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、

自
分
自
身
の
作
業
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
じ
ゃ
な
く
て
も

引
き
こ
も
っ
て
や
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
う
ん
で
す

が
、
た
と
え
ば
音
楽
を
つ
け
て
く
れ
た
人
と
一
度
も

会
わ
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
あ
っ
て
つ
く
っ
た
の
は
、
や
は
り
コ
ロ

ナ
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
ね
。

髙
田
　
僕
も
自
分
ひ
と
り
で
の
制
作
な
の
で
、
そ
ん

な
に
影
響
は
な
か
っ
た
け
ど
、
し
い
て
い
え
ば
普
段

は
ノ
マ
ド
ワ
ー
カ
ー
な
の
で
、
行
っ
て
い
た
店
が
早

く
閉
ま
る
の
が
困
っ
た
こ
と
く
ら
い（
笑
）。
声
優

さ
ん
の
声
入
れ
も
、
プ
ロ
の
人
に
相
談
し
て
、
ほ
と

ん
ど
チ
ャ
ッ
ト
で
の
や
り
と
り
に
な
り
ま
し
た
。

松
岡
　
コ
ロ
ナ
の
間
に
リ
モ
ー
ト
の
環
境
が
整
っ
た

と
い
う
の
は
、
や
は
り
大
き
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
で

も
、
学
校
だ
と
周
り
に
人
が
い
る
こ
と
で「
あ
あ
、

私
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ
ま
す

が
、
ひ
と
り
だ
と
集
中
で
き
る
半
面
、
だ
ら
け
て
し

ま
う
よ
う
な
時
間
も
あ
り
ま
し
た
。

永
田
　
取
材
や
リ
サ
ー
チ
に
行
け
な
く
て
困
っ
た
な

ぁ
、
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
と
、
家
で

ひ
と
り
で
C
G
の
レ
ン
ダ
リ
ン
グ（
映
像
や
画
像
を

書
き
出
す
プ
ロ
セ
ス
）
を
し
て
い
る
間
、
す
ご
く
暇
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な
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
長
く
散
歩

が
で
き
た
り
し
て
、
意
外
と
健
康
的
な
日
々
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。

川
畑
　
ア
ハ
ハ
！
　〝
生
〞
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
や
っ
ぱ
り
劇
場
や
大
画
面
で
見

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
映
画
館
が
閉
ま
っ
た
り
、
映
画
祭

が
開
催
さ
れ
な
い
状
態
が
今
も
続
い
て
い
て
…
…
。

大
画
面
や
大
音
響
が
消
え
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
っ

ぱ
り
残
念
だ
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。

髙
田
　
僕
も
、
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
て
い
た
だ

け
た
ら
な
ぁ
…
…
と
。

映
画
用
の
大
画
面
と
、

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
出
て

く
る
音
は
、
ス
マ
ホ
の

画
面
で
見
る
映
像
や

Y
ou

Tu
b
e

か
ら
流
れ

て
く
る
音
と
は
ま
っ
た

く
違
う
の
で
。
卒
展
も
、

今
年
は
人
数
制
限
が
あ

っ
て
例
年
よ
り
見
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
の

は
、
ち
ょ
っ
と
悔
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
う
ち
ま
た
、

公
開
で
き
る
機
会
が
あ
る
と
は
思
う
ん
で
す
が
。

内
田
　
そ
れ
ぞ
れ
、
ご
苦
労
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

私
は
今
、
A
M
C（
東
京
藝
術
大
学
芸
術
情
報
セ
ン

タ
ー
）
の
授
業
で
知
り
合
っ
た
デ
ザ
イ
ン
科
の
人
と

一
緒
に
作
品
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
る
ん
で
す
が
、
ア

ニ
メ
に
音
楽
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
音
楽
か

ら
ア
ニ
メ
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
交
流
が
も
っ

と
で
き
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

川
畑
　
確
か
に
、
音
楽
学
部
と
の
関
わ
り
は
、
け
っ

こ
う
頑
張
ら
な
い
と
も
て
な
い
で
す
よ
ね
。
音
環
と

は
交
流
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
け
ど
、
器
楽
科
の
方
と

は
本
当
に
接
点
が
な
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
て
、
そ
う

い
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
ま
た
楽
し
い
可
能
性
が
増

え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

渡
邉
　
音
楽
学
部
の
中
で
も
、
私
の
い
る
楽
理
科
は

「
何
を
や
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
か
れ
る
こ

と
が
多
い
ん
で
す
が
、
実
は
皆
、
ア
ニ
メ
や
映
像
に

も
興
味
が
あ
る
し
、
マ
ル
チ
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で

き
る
人
が
多
い
の
で
…
…
っ
て
、
何
だ
か
学
科
の
宣

伝
み
た
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が（
笑
）。
声

を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
独
自
の
手
法
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

　　
世
の
中
に
作
品
を
投
げ
か
け
た
い

内
田
　
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
・
修
了
さ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
今
は
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ
て
い

て
、
今
後
、
ど
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
作
品
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

ながた・ふうか／ 1998年生まれ。関心領域は「メディア・記録・
都市」。実写映像・3DCG を用いてポスト・トゥルースの時代の真
実に迫った『Fly Me To The Moon』ほか、卒制は三部作の大作に。

「あらゆるジャーナリズムが力を失いつつある今、思考を通して
自分の言葉で語ることがますます大事になっていくと思います」

ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
の

時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の

「
言
葉
」を
探
し
て
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髙
田
　
僕
は
今
の
と
こ
ろ
広
告
系
の
会
社
に
就
職
予

定
で
す
。
卒
制
は
ア
ニ
メ
で
し
た
が
、
本
当
は
実
写

で
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
、
い
ず
れ
は
実
写
の
映

像
作
品
を
、
と
…
…
。
で
も
、
僕
は
あ
く
ま
で
デ
ザ

イ
ン
科
出
身
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
課
題
に

応
え
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
し
た
い
。
何
と
い
う

か
、
幸
福
な
人
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
今
、
大
変

な
立
場
に
あ
る
人
を
少
し
で
も
幸
せ
に
す
る
作
品
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
畑
　
私
は
、
大
学
院
を
受
験
中
で
す
。
実
は
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
を
目
指
し
て
ま
し
て
…
…
。

松
岡
　
わ
ぁ
。

川
畑
　
そ
う
な
ん
で
す（
笑
）。
大
学
院
に
進
む
こ

と
が
で
き
た
ら
、
テ
ー
マ
は
学
部
時
代
同
様
、
ワ
ン

カ
ッ
ト
の
手
法
と
眺
め
る
視
点
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い

き
た
く
て
、
そ
の
な
か
で
自
分
な
り
の
社
会
風
刺
を

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

永
田
　
僕
も
映
像
研
究
科
の
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
を

受
け
て
い
ま
す
。
川
畑
さ
ん
の
風
刺
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
、
僕
も
作
品
へ
の
向
か
い
方
と
し
て
、
社
会
や

世
の
中
で
の
出
来
事
を
よ
く
読
ん
で
解
釈
し
て
…
…
。

と
く
に
今
は
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
性
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

と
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
を
媒
介
し
て
発
生
し

て
い
る
世
の
中
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
傾
向
は
こ

の
先
数
十
年
は
続
く
だ
ろ
う
し
、
そ
ん
な
世
の
中
に

い
て
、
個
人
と
し
て
ど
う
振
る
舞
う
べ
き
か
、
作
品

づ
く
り
を
通
し
て
自
分
な
り
の
解
決
策
を
提
示
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
岡
　
私
は
修
了
後
、
と
く
に
進
路
を
決
め
て
い
な

い
ん
で
す
が
、
作
家
と
し
て
作
品
は
こ
れ
か
ら
も
つ

く
り
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。
大
事
に
し
て

い
る
の
は「
ど
う
い
う
ア
イ
デ
ア
で
、
何
を
や
る
か
」

と
い
う
こ
と
。
つ
く
り

た
い
物
語
が
自
分
の
な

か
か
ら
湧
き
上
が
っ
た

ら
、
そ
れ
に
ど
ん
な
手

法
が
合
っ
て
い
る
の
か
、

ま
ず
そ
こ
を
探
る
こ
と

か
ら
始
め
て
…
…
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
手
法
を

選
択
す
る
に
せ
よ
、
人

の
た
め
に
私
に
で
き
る

こ
と
は
何
だ
ろ
う
？
と

い
う
こ
と
は
、
常
に
考

え
て
い
た
い
と
思
い
ま

す
ね
。
修
了
制
作
は
、

コ
ロ
ナ
で
暗
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
明
る
く
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
作
品
に
し
た
い
と
思
っ
て
つ
く
り
ま
し
た
。

周
り
の
人
を
楽
し
ま
せ
た
い
し
、
自
分
も
楽
し
み
た

い
。
そ
の
こ
と
は
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ
と

変
わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

内
田
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
れ

か
ら
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
人
た
ち
に
、
い
ろ

ん
な
か
た
ち
で
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

渡
邉
・
丸
山
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

まつおか・みのり／1995年生まれ。広島市立大学在学中の作品『お
やすみ、コンビニ。』で TOHO シネマズ学生映画祭ショートアニ
メーション部門準グランプリ。修了制作『Destiny』は身近な素
材を生き生きと動かし、女子の恋愛模様を点描したコマ撮り作品。
ほのぼのとした画面とブラックな視点、語り口のギャップが愉快。

暗
い
時
代
に
こ
そ

楽
し
く
ポ
ジ
ティ
ブ
な

作
品
を
届
け
る
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学
生
編
集
員
が
先
輩
に
聞
く

 
卒
演
出
演
者

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
観
客
の
人
数
を
制
限
し
た

学
部
4
年
生
の
卒
業
試
験
公
開
演
奏
会
、

修
士
2
年
生
の
修
士
学
位
審
査
試
験
演
奏
会
。

そ
の
集
大
成
的
演
奏
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
こ
と
、こ
れ
か
ら
の
こ
と
。

音
楽
を
学
ぶ
学
生
が
3
人
の
先
輩
に
聞
き
ま
し
た
。



　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
何
十
人
も
の
大
所
帯
を
束

ね
る
指
揮
者
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
の
際
に
は
厳
戒

態
勢
が
し
か
れ
た
今
年
度
、
指
揮
科
の
竹
内
さ
ん
は

卒
業
試
験
を
通
し
て
何
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
失
敗
を
経
て
体
得
し
た
も
の 

「
う
ー
ん
、
ど
う
し
よ
う
か
な
…
…
」。
1
日
目
の

リ
ハ
ー
サ
ル
が
終
わ
っ
た
後
、
竹
内
さ
ん
は
少
し
落

ち
込
ん
だ
。
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
藝
大
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
管
弦
楽
団
を
指
揮
し
、
2
日
に
わ

た
る
リ
ハ
ー
サ
ル
、
本
番
の
計
3
日
間
が
審
査
対
象

と
な
る
指
揮
科
の
卒
業
試
験
。
初
日
は
久
し
ぶ
り
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
前
に
し
て
の
指
揮
で
舞
い
上
が
っ

て
し
ま
い
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
そ
の
後
は
挽
回
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
自
ら
の

表
現
し
た
い
こ
と
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
と
も
に
進
ん
で
い
く
意
識
を
も
つ

こ
と
が
指
揮
者
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
試
験
を
通
じ
て
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
を
聴
き
な
が
ら
一
緒
に
音
楽
を

進
め
る
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
有
意
義
だ
っ
た「
お
う
ち
時
間
」

　
今
回
選
ん
だ
曲
は
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の『
火

の
鳥
』。
本
番
で
は〝
長
調
〞
で
華
や
か
な
音
色
を
引

き
出
す
竹
内
さ
ん
の
、
情
熱
的
な
指
揮
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。
そ
れ
に
は〝
短
調
〞
で
学
生
生
活
を
終
え

た
く
な
い
と
い
う
思
い
と
と
も
に
、
指
揮
科
の
宿
題

も
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。「
レ
ッ
ス
ン
が
半
年
ほ

ど
な
か
っ
た
私
た
ち
に
出
さ
れ
た
宿
題
が
、
ス
ト
ラ

ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の『
春
の
祭
典
』
を
振
れ
る
よ
う
に

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
彼
の
作
品
の
良

さ
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
」

　
ち
な
み
に
、
自
粛
期
間
中
は「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
明
る
い
言
葉
が
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
作
品
を
聴
い
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、

ピ
ア
ノ
や
和
声
を
勉
強
し
た
り
と
、
大
学
生
活
で
学

ん
で
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
時
間
が
と
れ
た
と
い
う
。

　
全
員
で
一
つ
の
音
楽
を
つ
く
る 

　
生
演
奏
を
届
け
ら
れ
る
場
が
完
全
に
は
戻

っ
て
き
て
は
い
な
い
な
か
、
竹
内
さ
ん
は
今
ま

で
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
ら
な
か
っ
た
役
割
に
関

心
を
寄
せ
る
。「
卒
業
試
験
で
は
ス
テ
ー
ジ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
助
手
の
方
々
が
感
染
症
対
策
を

含
め
、
演
奏
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
公
演
な
ど
で
は

録
音
、
編
集
を
担
当
す
る
方
々
も
重
要
で
す
。
そ
う

し
た
音
楽
に
関
わ
る
人
全
員
で
一
つ
の
音
楽
を
つ
く

る
結
束
力
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
し

て
今
回
の
試
験
で
感
じ
た
指
揮
の
本
質
を
こ
れ
か
ら

も
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
」。
難
し
い
現
状
に

向
き
合
い
な
が
ら
も
、
プ
ロ
の
指
揮
者
に
な
る
未
来

を
熱
い
ま
な
ざ
し
で
見
据
え
る
竹
内
さ
ん
。
こ
れ
か

ら
自
分
自
身
に
、
ど
う
タ
ク
ト
を
振
る
の
だ
ろ
う
。

竹
内
健
人

音
楽
学
部
指
揮
科
4
年

たけうち・けんと／本番を終え、やり
きった表情を浮かべる竹内さん。洗足
学園音楽大学にサックス専攻で入学。
演奏を学ぶ傍ら、桐朋オープン・カレッ
ジで指揮を学び、藝大へ入学した。

卒演では奏楽堂で藝大フィルを指
揮。的確に指示を伝えるその姿は、
若いながらも貫禄さえ感じさせる。

文＝島多璃音（音楽学部器楽科ピアノ専攻 2 年）23



　
奏
楽
堂
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
の
は
荘
厳
な
佇
ま
い
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
。

〝
一
人
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
〞
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
楽
器

を
、
手
を
使
い
、
足
を
使
い
、
全
身
で
表
現
す
る
の

は
オ
ル
ガ
ン
4
年
の
栗
山
さ
ん
だ
。

　
練
習
時
間
が
激
減
す
る
な
か
で

　
藝
大
に
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
練
習
室
が
い
く
つ

か
あ
る
が
、
普
段
か
ら
練
習
時
間
は
限
ら
れ
て
い
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
バ
ロ
ッ
ク
向
き
の
も
の
、
ロ
マ
ン
派
以

降
に
向
い
て
い
る
も
の
な
ど
、
演
奏
で
き
る
時
代
が

違
う
た
め
、
練
習
室
を
取
る
の
が
大
変
で
。
特
に
1
、

2
年
の
頃
は
空
き
時
間
を
狙
っ
て
朝
7
時
半
に
登
校

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。
そ
し
て
学
部
の
最
終

年
度
、
コ
ロ
ナ
禍
で
前
期
は
大
学
へ
の
立
ち
入
り
が

制
限
さ
れ
、 

後
期
は
延
期
と
な
っ
て
い
た
演
奏
会
や

教
育
実
習
が
重
な
る
と
い
う
事
態
に
。
練
習
機
会
が

限
ら
れ
る
な
か
、
卒
業
演
奏
会
直
前
ま
で
試
行
錯
誤

の
日
々
が
続
い
た
。

　
19
世
紀
の
曲
に
コ
ロ
ナ
禍
を
重
ね
て

　
今
回
演
奏
し
た
の
は
、
19
世
紀
ド
イ
ツ
の
作
曲
家
、

ユ
リ
ウ
ス
・
ロ
イ
プ
ケ
が
24
歳
で
亡
く
な
る
前
年
に

書
い
た
大
作
、
オ
ル
ガ
ン
・
ソ
ナ
タ『
詩
篇
94
』。「
最

初
は
こ
れ
ま
で
こ
の
曲
を
弾
い
た
先
輩
へ
の
憧
れ
も

あ
り
、
30
分
の
大
曲
を
演
奏
す
る
場
と
し
て
卒
業
演

奏
会
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
選
び
ま
し
た
。
で
も

演
奏
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
こ
の
曲
の
内
容
が
、
今

の
コ
ロ
ナ
禍
の
激
動
と
重
な
る
よ
う
に
感
じ
た
ん
で

す
」。
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
さ
れ
る
冒
頭
、
穏
や
か

な
中
間
部
、
決
然
と
し
た
壮
大
な
終
末
の
3
部
分
か

ら
な
る
こ
の
曲
は
、
旧
約
聖
書
の
詩
篇
第
94
篇
に
示

さ
れ
た「
報
復
の
神
」を
音
楽
で
表
現
し
て
い
る
。「
冒

頭
で
は
コ
ロ
ナ
の
猛
威
や
激
動
の
波
が
感
じ
ら
れ
、

中
間
部
で
は
そ
こ
に
一
筋
の
希
望
が
見
え
る
。
最
後

に
は
人
間
の
報
復
、
そ
の
確
固
た
る
意
志
が
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
」

　
心
動
か
す
も
の
の
必
要
性

　
卒
業
演
奏
会
を
終
え
た
栗
山
さ
ん
は
充
実

感
を
湛た

た

え
た
表
情
で
こ
う
語
る
。「
今
年
度
初

め
は
ほ
と
ん
ど
の
演
奏
会
が
中
止
と
な
り
、
私

た
ち
は
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も

今
回
、
自
分
の
演
奏
を
楽
し
み
に
聴
き
に
来
て

く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
の
は
純
粋
に
う
れ
し

か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
心

動
か
す
も
の
と
し
て
芸
術
や
私
た
ち
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
春
か
ら
は
大
学
院
で
オ
ル
ガ
ン
の
修
士
1
年
と
し

て
学
び
を
続
け
る
。「
学
部
で
は
演
奏
の
土
台
を
つ

く
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
で
す
ね
」。

音
楽
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め
、
藝
大
で
の
第
2
章

を
始
め
よ
う
と
す
る
そ
の
表
情
は
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

栗
山
美
緒

音
楽
学
部
器
楽
科
オ
ル
ガ
ン
4
年

くりやま・みお／奏楽堂のパイプオル
ガンを自在に演奏する栗山さん。オル
ガンとの出会いは中学時代の課外活動。
中高一貫のミッションスクールで、藝
大へ進む先輩も多く、自身も目指した。

文＝泉水里奈（音楽学部声楽科ソプラノ専攻 1 年） 24



5568本のパイプから成る奏楽堂のパイプオルガンは
国内有数の規模。場内に響き渡るその音は圧倒的。



　
室
内
楽
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。
人
と
の
つ
な
が

り
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
誰
か
と
演
奏
す
る
こ
と
が

前
提
に
あ
る
室
内
楽
の
大
光
さ
ん
が
感
じ
た
こ
と
は
。

　
演
奏
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
や
り
と
り

　
大
学
院
で
室
内
楽
を
学
ぶ
決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、

「
第
一
線
で
活
躍
す
る
素
晴
ら
し
い
先
生（
ピ
ア
ノ
）

と
組
ん
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
」。
だ
が

そ
の
レ
ッ
ス
ン
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

自
粛
期
間
中
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
務
め
る
入
江
一
雄
先

生
と
は
週
1
でZoom

で
話
を
し
て
い
た
と
い
う
。

「
演
奏
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
い
わ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
や
り
と
り
だ
と

思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
や
る
の
も
、
録

音
し
た
も
の
に
合
わ
せ
る
の
も
無
理
が
あ
る
。
で
も

一
緒
に
楽
曲
分
析
し
た
り
、
好
き
な
演
奏
家
に
つ
い

て
話
し
た
り
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
自
粛
明
け
に
は

ス
ム
ー
ズ
に
合
わ
せ
ら
れ
ま
し
た
」

　
学
位
審
査
試
験
で
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
と
ブ
ラ
ー
ム

ス
の
ソ
ナ
タ
2
曲
を
計
1
時
間
に
わ
た
っ
て
弾
き
き

っ
た
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
レ
ッ
ス
ン
の
支
障
を

全
く
感
じ
さ
せ
な
い
、
二
人
の
密
な
調
和
に
魅
了
さ

れ
る
演
奏
で
あ
っ
た
。
大
学
院
で
は
演
奏
に
加
え
て

研
究
も
求
め
ら
れ
る
が
、
今
回
の
演
奏
会
に
は
、
古

楽
器
で
あ
る
バ
ロ
ッ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
触
れ
た
経

験
や
、
作
曲
当
時
の
演
奏
法
を
現
代
の
演
奏
に
ど
う

生
か
す
べ
き
か
悩
ん
だ
日
々
が
集
約
さ
れ
て
い
た
。

　
音
楽
の
力
を
伝
え
る
企
画

　
昨
年
8
月
に
自
ら
企
画
し
た
演
奏
会『「
終
わ
り

な
き
終
わ
り
」
を「
変
容
」
す
る
』
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の

芸
術
を
意
識
す
る
契
機
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
心
音

を
思
わ
せ
る「（
1
0
0
台
の
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
の
た

め
の
）
ポ
エ
ム
・
サ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
」、
戦
争
犠
牲
者

の
追
悼
が
背
景
に
あ
る
と
さ
れ
る「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ

ー
ゼ
ン（
23
の
独
奏
弦
楽
器
の
た
め
の
習
作
）」
と
い

う
曲
目
構
成
に
加
え
、 

聴
衆
が
演
奏
者
の
間
に
点
在

す
る
と
い
う
配
置
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。「
一
時
、
公

演
が
全
く
な
く
な
る
な
か
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
リ
モ
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

公
演
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
音
を
出
し
た
時
の
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
や
り
と
り
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
ま
で
音
楽
の
何
に
魅
せ
ら
れ
て
音
楽
家

を
続
け
て
き
た
の
か
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　
殻
を
破
っ
て
く
れ
た
時
間

　
修
了
後
は
演
奏
活
動
を
続
け
る
一
方
で
、
演

奏
会
の
企
画
も
し
て
い
け
た
ら
と
い
う
。「
知
識
を

得
る
ほ
ど
考
え
方
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
く
気
が
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
考
え
る
時
間

が
、
思
考
の
殻
を
破
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。
未み

曾ぞ

有う

の
危
機
の
な
か
で
も
考
え
る
こ
と
を
や
め
な
い
先
輩

の
姿
に
、
藝
大
生
の
強
さ
を
感
じ
た
。

大
光
嘉
理
人

大
学
院
音
楽
研
究
科
器
楽
専
攻

室
内
楽（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）修
士
2
年

文＝宮島菜々子（音楽学部楽理科４年）

おおみつ・かりと／愛知県豊田市出身。
ヴァイオリンとの出会いは 2歳で目に
したテレビの教育番組。幼少期から
ヴァイオリニストを志し、学部は藝大の
音楽学部器楽科でヴァイオリンを専攻。 
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第 6ホールでの学位審査試験演奏会。クールな大光さんだが、
演奏中は伸びやかに全身を使い、秘めた情熱があふれていた。



はぶと・たくみ／学部は武蔵
野美術大学造形学部映像学科
卒業。監督作に『ウサギとそ
ば』『夜のテニスコート』など。
趣味はおもちゃ集め。

こばやし・れいな／東アジア
の安全保障を学んだ慶應義塾
大学法学部時代にドキュメン
タリーを制作、国際平和映像
祭でグランプリを受賞。

ちぇん・しーてぃん／台湾
出身。日本で驚いたのは、
編集ソフトの表記が全てカ
タカナなこと。いまは英語
版も日本語版も使いこなす。

おう・しょうげつ／中国の
黒竜江省ハルビン市出身。
中国伝媒大学時代も映画音
響を専攻。最近は武侠ドラ
マを見るのにはまっている。

ふじた・めぐみ／学部時代
は武蔵野美術大学で写真を
専門にしていた。周囲を手
伝ううちに自らも映画の道
へ。バカンス映画が好き。

やまざき・こうた ／イン
ターン含め現場に積極的に
参加し、経験を積む。制作
部を主役にしたバックス
テージの物語を企画立案中。

いわふね・めい／生活感や人
の痕跡など、「汚し」を考え
てものづくりをしている。い
つか廃墟や古い家のセットを
立ててつくり込みをしたい。

 監督領域2年

 羽蚋拓未  脚本領域2年

 小林令奈

編集領域2年

 陳詩
サウンドデザイン領域2年

 王昭

撮影照明領域2年

 藤田恵実
プロデュース領域2年

 山嵜公太

 美術領域2年

 岩船めい

制約を覚悟し、集大成に向けて
動きを止めなかった羽蚋組の面々。

メインスタッフ７名の言葉を
後輩の立場から見つめる。

映画専攻15期
羽蚋組の修了制作秘話

いま、
映画をつくる
ということ

 文＝菊地真里那（映画専攻脚本領域 1 年／学生編集員）

 イラスト＝久野未結

28



　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
き
、
映
画
人

の
多
く
が
目
の
前
で
閉
ざ
さ
れ
た
扉
の
重
さ
に
、
一

度
言
葉
を
失
っ
た
。
そ
れ
は
映
像
研
究
科
映
画
専
攻

の
学
生
に
も
同
じ
こ
と
で
、
実
践
を
通
し
て
映
画
づ

く
り
の
力
を
身
に
つ
け
る
は
ず
の
2
年
間
が
強
制
一

時
停
止
さ
れ
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
た
。
な
か
で
も
、
2
年
生
の
い
ち
ば
ん
の
懸
念
は
、

修
了
制
作
が
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
監
督
領
域
の
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
デ
ビ
ュ
ー
作

と
し
て
の
意
味
合
い
も
強
い
修
了
制
作
。
当
然
、
そ

れ
に
携
わ
る
す
べ
て
の
学
生
に
と
っ
て
も
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
う
る
作
品
で
あ
る
。
部
屋
の
中

で
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
映
る
教
員
や
仲
間
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
不
安
を
拭
い
き
れ
な
い
学
生
の
多
く
が
、

い
っ
た
ん
足
を
止
め
る
こ
と
を
選
択
肢
と
し
、
4
人

中
3
人
の
監
督
は
休
学
を
決
め
た
。
し
か
し
、
予
測

で
き
な
い
未
来
を
恐
れ
て
、
芽
吹
き
か
け
た
表
現
の

種
を
ふ
い
に
し
て
も
い
い
も
の
か
。
1
年
後
、
同
じ

よ
う
に
芽
吹
く
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
自
問
し
た
一
人
の
監
督
は
、
休
学
で
は
な
く
、
暗

雲
に
光
を
見
い
だ
す
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ
し
て
、

2
0
2
0
年
度
映
画
専
攻
唯
一
の
修
了
制
作
作
品
、

羽は

蚋ぶ
と

組
の『Son

g for Lau
rel

』が
生
ま
れ
た
。

　
降
り
か
か
る
未
知
の
制
約

「
最
初
は
全
然
休
学
す
る
つ
も
り
で
し
た
」

　
今
年
度
の
修
了
制
作
を
決
意
し
た
監
督
領
域
2
年

の
羽
蚋
拓
未
さ
ん
も
、
こ
の
状
況
に
な
ん
ら
不
安
が

な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

―

「
つ
く
り
た
い
も
の
に
対
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
冷
め

な
い
う
ち
に
や
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
年
待
っ
て
も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
な
ら
、
先

に
飛
び
込
ん
だ
ほ
う
が
得
か
も
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　
実
際
、
各
々
悩
み
抜
き
、
担
当
教
員
と
の
話
し
合

い
も
経
た
結
果
、
蓋
を
開
け
れ
ば
監
督
領
域
以
外
の

同
期
の
学
生
で
休
学
を
選
択
す
る
者
は
少
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
な
じ
み
の
メ
ン
バ
ー
を
メ
イ
ン
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
映
画

専
攻
の
修
了
制
作
は
、
監
督
領
域
の
学
生
が
企

画
を
立
て
、
長
と
し
て
引
っ
張
る
が
、
同
時
に

そ
の
作
品
に
メ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す

る
各
領
域
2
年
生
の
修
了
制
作
で
も
あ
る
。
　

　
し
か
し
、
動
き
始
め
る
と
や
は
り
例
年
と
は

違
う
事
象
が
足あ

し

枷か
せ

と
し
て
次
々
と
出
て
く
る
。

留
学
生
も
多
く
在
籍
す
る
美
術
領
域
2
年
の
岩

船
め
い
さ
ん
は
言
う
。

「
美
術
ス
タ
ッ
フ
は
6
人
中
3
人
が
中
国
に
い

る
状
況
で
リ
モ
ー
ト
打
ち
合
わ
せ
を
開
始
し
ま

し
た
。
中
国
で
はLIN

E

が
使
え
な
い
で
す
し
、

ロ
ケ
ハ
ン
の
制
約
が
あ
る
の
も
美
術
を
考
え
る

上
で
は
致
命
的
で
、
リ
モ
ー
ト
で
は
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
と
実
感
し
ま
し
た
」

　
リ
モ
ー
ト
の
難
し
さ
は
準
備
段
階
に
と
ど
ま

羽蚋組による『Song for Laurel』の撮影風景。宿泊 NG の制約で
苦戦したロケ地選びのなかこぎつけた、館山砂丘での撮影。
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ら
ず
、
編
集
段
階
で
も
痛
感
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
デ
ー
タ
授
受
が
容
易
に

な
っ
た
昨
今
で
は
、
物
理
的
距
離
が
あ
っ
て
も
ど
う

に
か
な
る
の
で
は
と
考
え
た
が
…
…
簡
単
で
は
な
い

と
サ
ウ
ン
ド
領
域
2
年
の
王
昭
玥
さ
ん
は
言
う
。

「
C
M
な
ど
短
い
映
像
な
ら
な
ん
と
か
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
映
画
だ
と
監
督
と
一
緒
に
見
て
直

接
話
を
聞
け
な
い
の
は
厳
し
い
で
す
。
一
度
学
外
の

仕
事
で
リ
モ
ー
ト
確
認
後
に
、
電
話
で
監
督
に
指
示

を
も
ら
い
ま
し
た
が
、や
り
に
く
さ
が
あ
り
ま
し
た
」

　
映
画
づ
く
り
に
お
い
て
、
同
じ
空
気
を
共
有
で
き

な
い
の
は
相
当
な
痛
手
で
、
目
を
合
わ
せ
た
向
か
い

合
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
生
ま
れ
る
も

の
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
大
き
い
。

　
も
ち
ろ
ん
最
も
人
が
集
ま
る
実
際
の
撮
影
現
場
で

の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
さ
も
計
り
知
れ
な
い
。
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
領
域
2
年
の
山
﨑
公
太
さ
ん
は
、
新
た
に
で
き

た「
衛
生
部
」
を〝
嘘
み
た
い
な
部
署
〞
だ
と
語
る
。

コ
ロ
ナ
以
前
は
影
も
形
も
な
か
っ
た
役
割
だ
か
ら
だ
。

「
そ
こ
に
人
員
・
お
金
・
時
間
を
か
け
る
こ
と
は
不

可
欠
で
す
。
で
も
不
謹
慎
で
す
が
、
こ
の
状
況
自
体

が
一
歩
引
い
て
み
る
と
映
画
の
よ
う
に
思
え
て
き
ま

す
。
例
え
ば
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
し
た
ま
ま
キ

ス
シ
ー
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
、
本
番
で
は
直
接

キ
ス
を
す
る
。
そ
の
光
景
は
ま
る
で
S
F
で
す
」

　
そ
れ
だ
け
非
現
実
的
に
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
、

現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
衛
生
部
を

は
じ
め
、
こ
の
状
況
下
で
新
た
に
で
き
た
も
の
に
は

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
な
い
た
め
、
現
場
で
出
て
き
た
不

都
合
を
そ
の
場
で
解
決
し
、
自
ら
ル
ー
ル
を
つ
く
っ

て
い
く
し
か
な
い
。
撮
影
照
明
領
域
2
年
の
藤

田
恵
実
さ
ん
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
撮
影
部
な

ら
で
は
の
悩
み
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
し
た
状
態

で
の
テ
ス
ト
は
、
慣
れ
る
の
が
大
変
で
し
た
。

キ
ャ
ス
ト
の
表
情
も
動
き
も
制
限
さ
れ
て
本
番

同
様
に
動
け
ず
、
テ
ス
ト
と
し
て
の
役
割
を
十

分
に
果
た
せ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
本
来
テ
ス
ト
で
照
明
の
バ
ラ
ン
ス
や
画
角
の

調
整
を
し
て
本
番
に
臨
む
が
、
感
染
対
策
で
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
マ
ス
ク
な
ど
を
外
さ
な
い
た
め
、

い
ざ
本
番
で
白
飛
び
し
て
し
ま
っ
た
り
、
動
き

を
追
い
き
れ
な
か
っ
た
り
し
た
。
次
第
に
色
味

や
露
出
の
誤
差
を
予
測
し
て
調
節
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
こ
の
状
況
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て

い
い
も
の
か
と
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

サ
ウ
ン
ド
の
王
さ
ん
も
、
普
段
は
テ
ス
ト
時
の
音
声

も
編
集
次
第
で
使
え
る
が
、
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
と

音
質
が
違
う
た
め
使
え
な
い
、
と
こ
ぼ
す
。
こ
の
よ

う
に
、
技
術
系
領
域
な
ら
で
は
の
新
し
い
悩
み
が
尽

き
な
い
こ
と
を
思
い
知
る
と
同
時
に
、
適
応
し
て
い

く
様
に
、
2
年
間
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
の
大
き

さ
を
感
じ
た
。

フェイスシールドをつけた演者に指示を出す羽蚋拓未監督（右）。小道
具として使う食べ物のルールも厳しく、いつも以上に細心の注意を払う。
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枷
が
あ
っ
て
こ
そ
見
え
て
き
た
も
の

　
制
約
は
た
し
か
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
が

な
け
れ
ば
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
修
了

制
作
で
の
制
約
に
よ
る
悔
し
さ
は
、
表
現
の
幅
を
狭

め
る
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
。
そ
の
悔
し
さ
や

縛
り
か
ら
各
々
が
表
現
の
可
能
性
を
捻ひ

ね

り
出
す
。

　
3

・

11
の
と
き
に〝
不
要
不
急
〞
の
芸
術
に
身
を

置
く
人
々
が
も
っ
た
迷
い
と
比
較
し
つ
つ
、
と
き
に

危
険
を
冒
し
て
ま
で
い
ま
映
画
を
撮
る
必
要
が
あ
る

の
か
と
い
う
問
い
を
常
に
も
っ
て
い
る
と
語
る
の
は
、

先
ほ
ど
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
問
題
に
触

れ
た
撮
影
の
藤
田
さ
ん
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
状

況
下
で
こ
そ
湧
い
た
興
味
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
初
め
て
会
っ
た
人
の
顔
を
見

る
機
会
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
食
事
や
煙
草
の
と

き
に
初
め
て
見
て
想
像
と
違
う
と
思
っ
た
り
、
見
て

は
い
け
な
い
も
の
を
見
て
し
ま
っ
た
気
分
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
れ
以
前
ま
で
は
あ
た
り
ま
え
に
晒さ

ら

さ

れ
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
。
そ
こ
か
ら
、
顔
自

体
が
映
画
を
物
語
る
こ
と
に
、
本
当
に
必
要
な
の
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
映
画
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
の
扱
い
に
つ
い
て
の
考
え

も
一
人
ひ
と
り
違
う
。
脚
本
領
域
2
年
の
小
林
令
奈

さ
ん
は
、
現
在
進
行
形
で
あ
る
未
知
数
の
状
況
を
扱

う
こ
と
の
難
し
さ
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
だ
か
ら
と
現
実
の
状
況
を
闇
雲
に
避
け
る
こ
と

に
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
あ
る
状
況
を
描
く
と
い
う
こ
と
に
は
、
自
分
だ
け

が
知
っ
て
い
る
日
常
で
は
な
く
、
多
種
多
様
な
日
常

を
わ
か
っ
た
上
で
描
く
と
い
う
責
任
が
伴
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
物
語
の
目
的
に
適
し
た
形
を
と
っ
て
い

く
べ
き
で
、
リ
ア
ル
を
無
視
す
る
こ
と
が
最
適
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
が
、
す
っ
ぽ
り
と
抜
け
落
ち
て
し

ま
う
こ
と
は
、
表
現
者
の
責
任
か
ら
の
逃
げ
に
つ
な

が
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
」

『Son
g for Lau

rel

』
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
愛

が
失
わ
れ
て
取
り
戻
そ
う
と
す
る
も
空
振
り
に

終
わ
る
話
で
、
舞
台
設
定
と
し
て
コ
ロ
ナ
の
世

界
線
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
羽
蚋
さ

ん
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
と
い
う
境
界
を
挟
ん
だ
向

こ
う
側
と
こ
ち
ら
側
は
違
う
ほ
う
が
よ
く
、
ま

た
、
人
と
人
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
事
象
を

分
断
す
る
コ
ロ
ナ
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
介
さ
ず

と
も
既
に
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、

直
接
映
画
に
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
を
修
了
制
作
と

し
て
形
に
し
た
の
に
は
、
無
意
識
な
が
ら
タ
イ

ミ
ン
グ
の
影
響
も
あ
る
と
内
省
す
る
。

「
普
段
か
ら
将
来
的
に
や
り
た
い
な
ぁ
と
い
う

ア
イ
デ
ア
が
漠
然
と
あ
っ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

来
る
と
固
ま
る
感
じ
な
ん
で
す
。
外
に
出
ら
れ

な
く
な
っ
て
一
人
で
家
に
い
る
と
き
に
、
自
分

モニターで確認する撮影の藤田恵実さん（手前）。マスクをして
いるとカメラのファインダーがくもってしまうのが難点だった。
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が
い
な
く
て
も
世
界
が
成
立
す
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら『
人
は
一
人
で
あ
る
』
と
い
う

意
識
が
強
固
に
な
り
、
今
回
の
作
品
を
形
に
す
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
そ
し
て
次
な
る
始
ま
り
へ

　
い
ま
ま
で
と
の
違
い
を
乗
り
越
え
た
1
年
が
も
う

す
ぐ
終
わ
る
。
羽
蚋
組
の
面
々
は
、
修
了
後
に
進
む

道
筋
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

　
編
集
領
域
2
年
の
陳
詩
婷
さ
ん
は
、
台
湾
か
ら
の

留
学
生
。
卒
業
後
は
ビ
ザ
の
問
題
が
よ
り
シ
ビ
ア
に

な
る
た
め
、
会
社
へ
の
所
属
が
必
要
と
な
り
、
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
と
働
き
口
の
心
配
を
同
時
に
し
な
く
て

は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
故
郷
と
日
本
そ
れ
ぞ
れ
で

得
る
仕
事
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
析
し
た

上
で
、
数
年
は
日
本
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
故
郷
の
ほ
う
が
仕
事
を
見
つ
け
や
す
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
本
は
映
像
制
作
に
携
わ
る
人
口
が
多

い
の
で
作
品
の
量
も
質
も
高
く
な
り
ま
す
。
将
来
的

に
ベ
ー
ス
は
ア
ジ
ア
で
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
が
、

国
際
的
な
作
品
に
関
わ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
で
す
し
、
最
近
は
配
信
作
品
が
増
え
て
い
る

影
響
で
映
画
と
ド
ラ
マ
の
境
界
も
良
い
意
味
で
曖あ

い

昧ま
い

に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
積
み
な
が
ら
、
ど
ん
な
ケ
ー
ス
に
も
適
応
で

き
る
力
を
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
」

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
山
﨑
さ
ん
は
、
修
了
制
作
の

期
間
も
そ
の
前
後
も
、
学
外
の
現
場
に
制
作
部
と
し

て
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
様
に
、
映
画
の
現
場

で
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
て
い
る
の
が
、
美
術
の

岩
船
さ
ん
だ
。
藝
大
で
の
学
び
で
自
分
の
デ
ザ

イ
ン
し
た
空
間
が
形
に
な
る
こ
と
に
や
り
が
い

を
覚
え
、
今
後
も
映
画
美
術
に
携
わ
り
な
が
ら

自
分
に
し
か
つ
く
れ
な
い
空
間
を
模
索
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
撮
影
の
藤
田
さ
ん
は
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
映
画
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
C
M

や
ウ
ェ
ブ
な
ど
の
仕
事
に
も
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
話
す
。
そ
の
傍
ら
、
大
学
で
出
会
っ
た
人

た
ち
と
小
規
模
で
も
自
主
制
作
を
続
け
て
い
く

こ
と
は
や
め
た
く
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

見
て
い
く
と
、
映
画
専
攻
に
お
け
る〝
卒
業
〞は
、

あ
ま
り
区
切
り
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
く
な

い
よ
う
に
思
う
。
学
び
と
職
が
地
続
き
で
あ
り
、

学
び
の
な
か
で
得
た
つ
な
が
り
か
ら
、
各
々
が

可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
羽
蚋
組
の
な
か
で
も
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
特
に
大
き
な
計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

が
、
脚
本
の
小
林
さ
ん
だ
。
昨
年
夏
に
4
カ
月
ほ
ど

韓
国
の
大
学
へ
の
留
学
を
予
定
し
て
い
た
が
、
中
止

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ

た
か
ら
こ
そ
、
修
了
制
作
に
深
く
関
わ
れ
た
面
も
あ

る
と
い
う
が
、
も
と
も
と
海
外
志
向
の
強
い
彼
女
に

自
身
の
行
く
先
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
。

キャストが使用するワイヤレスマイクは直接肌につけるため、例年の
ように使いまわすことはできず、一つ一つ毎回の消毒を徹底した。
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「
コ
ロ
ナ
以
前
は
、
卒
業
し
た
ら
留
学
で
固
め
た
地

盤
を
生
か
し
て
す
ぐ
に
で
も
韓
国
や
中
国
の
現
場
に

入
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
状
況
で
は

難
し
い
で
す
。
年
2
、
3
回
は
海
外
に
行
っ
て
い
た

の
で
、
は
や
く
海
を
渡
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強

い
で
す
が
、
映
画
専
攻
に
入
っ
て
、
周
り
か
ら
就
職

を
急せ

か
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
良
く
も

悪
く
も
焦
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
や
は
り
、
一

つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
一
つ
の
国
だ
け
で
消
費
す
る
時

代
は
終
わ
り
に
近
づ
き
、
つ
く
り
手
も
日
本
の
シ
ス

テ
ム
だ
け
で
は
生
き
て
い
け
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
ら
し
さ
を
尊
重
し
つ
つ
、
無
国
籍
・
多
国
籍
に

な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
映
像
作
品
に
適
応
で
き
る
場

所
を
模
索
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
脚
本
家
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
側
面
も
あ
る
と
語
る
小
林
さ
ん
ら
し
い
見
解
だ
。

　
監
督
と
し
て
、
今
年
度
唯
一
の
修
了
制
作
を
率
い

る
長
と
し
て
、
穏
や
か
な
口
調
を
崩
さ
な
い
も
の
の

ま
だ
ま
だ
あ
が
く
と
意
欲
を
に
じ
ま
せ
る
羽
蚋
さ
ん

の
今
後
の
展
望
は

―

「
修
了
制
作
が
終
わ
っ
た
ら
考
え
よ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
、
未
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
生
と
し
て
で
し

か
映
画
を
つ
く
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
、
一
度
就
職

す
る
こ
と
も
考
え
て
い
て
。
で
も
、
今
回
の
制
作
で

監
督
と
し
て
や
り
き
れ
ず
に
悔
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に
も
間
髪
入

れ
ず
に
ま
た
制
作
を
し
た
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
」

　
例
年
通
り
の
渋
谷
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス
で
の
上
映
が

3
月
12
〜
14
日
に
決
ま
り
、
横
浜
の
馬
車
道
校
舎
で

の
修
了
制
作
展
も
3
月
27
・
28
日
の
開
催
が
決
定
し

た
。
学
び
を
深
め
る
機
会
は
年
度
末
の
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
終
わ
ら
な
い
。

　
映
画
専
攻
で
の
学
び
は
、
出
会
い
、
言
葉
を
交
わ

し
、
表
現
し
、
形
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
全
て
の
要

素
の
積
み
重
ね
に
よ
り
深
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
は

こ
の
場
を
卒
業
し
て
も
変
わ
ら
な
い
ひ
と
つ
の
型
で

あ
り
、
よ
り
そ
れ
に
特
化
し
た
濃
密
な
時
間
が
与
え

ら
れ
る
の
が
こ
の
2
年
間
な
の
だ
。
各
々
が
そ
こ
で

見
て
聞
い
て
感
じ
て
吸
収
し
、
思
考
し
て
き
た
こ
と

を
役
割
ご
と
に
結
集
さ
せ
た
修
了
制
作
は
、
一
人
ひ

と
り
の
異
な
っ
た
才
能
と
力
の
結
晶
と
も
い
え
る
。

そ
の
作
品
が
、
そ
れ
を
目
に
し
た
誰
か
の
新
た
な
表

現
の
種
と
な
り
、
い
つ
の
日
か
ま
た
別
の
誰
か
の
道

標
と
し
て
芽
吹
い
た
と
し
た
ら
。
い
ま
、
映
画
を
つ

く
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
は
、
ど
こ
ま
で
も

広
が
っ
て
い
く
。

恋人・学の父が死んだ。連絡
のつかない彼を心配して、留
学先から帰ってきたトウコ。
彼女は共通の友人である植物
学者・佑の家で、学が庭の月
桂樹を描き続けているのを発
見する。そして学はその月桂
樹こそが佑なのだと話し――。
ギリシャ神話のダフネーとア
ポロンの話をもとに語られる、
愛と孤独の神話。

羽蚋組の修了制作作品
『Song for Laurel』

3月27・28日、横浜校地 馬車道校舎にて『Song for Laurel』
を上映。入場無料。詳細、予約はこちらのウェブサイトへ。

▲
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《Ripple》内部。水の波紋に見立てた光の輪が、一日中、表
情を変えながら床の上をたゆたう。日中は 40ルクスと、
茶室よりやや明るめの空間に、外気が心地よく循環する。

ポ
ス
ト
・コ
ロ
ナ
の
世
界
で
、芸
術
は
、私
は

 

博
士
た
ち
は
語
る

学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
授
業
は
遠
隔
に
な
り
、
人
と
の
交
流
を
妨
げ
ら
れ
る
。

ア
ー
ト
を
学
ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
試
練
の
１
年
が
過
ぎ
た
。

そ
ん
な
な
か
で
学
生
生
活
最
後
の
1
年
を
過
ご
し
た
、
博
士
後
期
課
程
の
学
生
た
ち
。

困
難
を
乗
り
越
え
開
催
さ
れ
た
博
士
審
査
展
、
博
士
学
位
審
査
演
奏
会
で
、

彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
今
い
る
こ
こ
、
そ
し
て
こ
の
先
を
照
ら
す
光
を
放
っ
た
。

文
＝
大
谷
道
子



「
座
り
ま
す
？
」

　
2
0
2
0
年
も
終
わ
り
に
近
い
冬
晴
れ
の
昼
、

博
士
論
文
発
表
会
は
そ
ん
な
ひ
と
こ
と
で
始
ま
っ
た
。

　
上
野
校
地
の
美
術
学
部
総
合
工
房
棟
3
階
の
ル
ー

フ
バ
ル
コ
ニ
ー
に
建
造
さ
れ
た
、
板
張
り
の
細
長
い

テ
ン
ト
の
よ
う
な
空
間
。
漆
喰
の
床
面
に
、
プ
リ
ズ

ム
を
取
り
付
け
た
天
井
の
パ
イ
プ
か
ら
太
陽
光
が
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
状
に
広
が
る
。
風
が
吹
け
ば
、
ま
た

鳥
が
空
を
横
切
れ
ば
、
そ
の
光
は
点
滅
す
る
よ
う
に

揺
ら
ぎ
、
と
き
に
は
虹
の
よ
う
な
色
彩
が
浮
か
ぶ
。

　
主
査
、
副
査
の
教
員
陣
を
含
め
、
居
合
わ
せ
た
誰

も
が
審
査
会
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
光
に
見
入
り
、

時
に
そ
ぐ
わ
な
い
く
つ
ろ
ぎ
を
感
じ
て
い
た
。
西
毅

徳
さ
ん
の
博
士
課
程
修
了
制
作《R

ip
p
le

》（
＝
波

紋
）
は
、
い
つ
ま
で
も
そ
こ
に
い
た
く
な
る
、
コ
ー

ジ
ー
な
空
間
を
内
包
し
て
い
る
。
晴
れ
て
本
当
に
よ

か
っ
た
、
と
作
者
は
屈
託
な
く
笑
う
。

「
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
は〝
水
切
り
〞
な
ん
で
す
よ
。

小
石
を
投
げ
て
、
そ
れ
が
湖
の
水
面
を
飛
ん
で
い
っ

て
、
波
紋
が
で
き
て
い
く
感
じ
…
…
。
あ
の
有
機
的

な
動
き
を
、
細
長
い
空
間
の
特
性
を
利
用
し
て
表
現

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
」

　
光
は
偶
然
の
産
物
で
あ
り
、
輪
の
動
き
は
無
造
作

に
見
え
る
が
、
建
造
物
の
高
さ
や
幅
、
天
井
か
ら
の

距
離
、
パ
イ
プ
の
構
造
、
さ
ら
に
は
フ
ァ
サ
ー
ド
か

ら
漏
れ
る
光
や
風
の
量
ま
で
、
空
間
は
完
全
に
設
計

さ
れ
て
い
る
。
自
然
を
そ
の
ま
ま
切
り
取
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
、
作
者
自
身
も
明
言
す
る
。

「
人
間
が
や
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
形
と
い
う
の
を
求

め
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
建
築
の
空
間
の
よ
さ
だ
と
思

う
ん
で
す
よ
。
単
に
自
然
を
真
似
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

規
則
的
で
幾
何
学
的
な
形
を
取
り
入
れ
た
く
て
。
人

間
が
つ
く
る
建
築
の
空
間
と
自
然
の
要
素
を
合
わ
せ

た
と
き
に
、
自
然
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
新
し
い
景

色
が
生
ま
れ
る
、
そ
れ
が
僕
の
作
品
づ
く
り
の
テ
ー

マ
な
の
で
。
夕
陽
の
時
間
に
な
る
と
、
ま
た
い
い
感

じ
に
光
が
変
わ
り
始
め
る
ん
で
す
よ
」

 〈
私
が
行
っ
て
い
る
研
究
と
は
、
光
の
空
間
を

作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
〉。
博
士
論
文「
光
が

織
り
な
す
現
象
と
空
気
感
」
の
冒
頭
が
象
徴
す

る
と
お
り
、
修
士
課
程
で
藝
大
に
入
学
し
て

以
降
、
西
さ
ん
は
5
年
間
、
光
の
神
秘
性
と
向

き
合
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
光
と
と
も
に
常
に

念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
の
が
、
作
品
か
ら
漂
う

 「
空
気
感
」。
そ
れ
を
意
識
し
た
最
初
の
体
験
を

た
ど
る
と
、
小
学
生
の
頃
に
遡
る
。

「
よ
く
学
校
を
サ
ボ
っ
て
た
ん
で
す
が
、
夏
の
暑
い

日
の
昼
頃
、
学
校
の
近
く
の
神
社
に
行
っ
て
、
社
を

囲
む
玉
垣
の
上
で
寝
っ
転
が
っ
て
た
ん
で
す
。
外
は

暑
い
の
に
石
は
冷
た
く
て
気
持
ち
が
い
い
し
、
木
漏

れ
日
が
き
れ
い
で
、
木
の
葉
擦
れ
や
遠
く
の
子
ど
も

の
声
が
聞
こ
え
て
…
…
。
そ
う
い
う
空
間
が
自
分
に

と
っ
て
も
っ
と
も
居
心
地
が
い
い
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
と

西
毅
徳

大
学
院
美
術
研
究
科
美
術
専
攻

デ
ザ
イ
ン
研
究
領
域

自
分
は
ず
っ
と

変
わ
ら
な
く
て

い
い
ん
だ
と
思
っ
た

にし・たかとく／ 1989年生まれ。多
摩美術大学環境デザイン学科を経て藝
大修士課程へ。コロナ収束後は「昨年
予定していたオランダ留学を。あと、
オーロラを見に行って作品にしたい」
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い
う
の
が
、
ず
っ
と
残
っ
て
て
」

　
当
時
の
夢
は
、
建
築
士
に
な
る
こ
と
。
高
校
卒
業

後
、
専
門
学
校
で
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、

就
職
を
試
み
る
も
失
敗
。「
デ
ザ
イ
ン
科
が
あ
る
こ

と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
」状
態
で
美
大
受
験
を
志
し

た
。
そ
の
と
き
か
ら
、
原
体
験
で
あ
る
心
地
よ
い
空

気
感
を
再
現
す
る
こ
と
へ
の
試
み
が
始
ま
っ
た
。

「
ま
っ
た
く
、
想
定
外
で
し
た
ね（
笑
）。
大
学
を
卒

業
し
た
と
き
も
就
職
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
と
ど

ま
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
常
に
移
り
変
わ
る
も
の
に
そ
そ

ら
れ
る
僕
は
、
商
業
的
な
も
の
づ
く
り
に
は
向
か
な

い
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
…
…
。
デ
ザ
イ
ン
科
に
い
な

が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
叱
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
僕
は
自
分
が
見
た
い
、
感
じ
た
い
作

品
を
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い

て
社
会
が
あ
っ
て
人
が
い
て
、
と
い
う
よ
り
は
、
ま

ず
自
分
が
見
た
い
し
、
体
験
し
た
い
も
の
を
」

　
し
か
し
、《R

ip
p
le

》
の
波
紋
は
、
作
者
の
予
想

を
超
え
て
多
く
の
人
の
胸
に
広
が
っ
た
。
制
作
に
関

わ
っ
た
人
、
見
に
来
た
人
、
と
き
に
は
展
示
を
手
伝

っ
た
ス
タ
ッ
フ
ま
で
も
が
、
手
を
止
め
、
足
を
止
め
、

作
品
の
空
気
感
に
浸
っ
た
。
ま
る
で
自
然
の
な
か
に

い
て
、
景
色
や
波
、
夕
陽
を
眺
め
る
よ
う
に
。

「
だ
か
ら
、
も
う
変
わ
ら
な
く
て
い
い
ん
だ
な
、
と

思
い
ま
し
た
ね
。
ま
ず
自
分
、
と
い
う
つ
く
り
方
で

あ
っ
て
も
、
そ
う
や
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
を
他
の
人

に
い
い
ね
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
や
っ
ぱ
り

僕
の
な
か
で
は
安
心
に
つ
な
が
る
ん
だ
と
。
自

分
の
や
り
方
で
、
自
分
が
求
め
て
つ
く
る
空
間

は
、
ほ
か
の
人
が
ど
こ
か
し
ら
で
求
め
て
い
る

も
の
な
ん
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
が
、
今
回
、

改
め
て
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
」

　
光
。
風
。
温
度
。
空
気
。
言
語
を
超
え
た
心

地
よ
い
感
覚
は
自
然
の
景
色
の
な
か
に
あ
り
、

そ
れ
は
必
ず
再
現
、
共
有
で
き
る

―
西
さ

ん
の
も
の
づ
く
り
の
核
に
あ
る
自
然
へ
の
信
頼

は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
と
い
う
、
あ
る
種

マ
イ
ナ
ス
の
自
然
現
象
を
経
た
今
も
、
少
し
も

揺
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

「
疫
病
っ
て
、
人
間
が
騒
ぐ
だ
け
の
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
僕
が
見
て
、
感
じ
て
い
る
自
然

は
、
太
陽
だ
っ
た
り
、
風
だ
っ
た
り
、
大
地
だ

っ
た
り
、
植
物
だ
っ
た
り
す
る
。
マ
イ
ナ
ス
と

い
え
ば
海
外
と
行
き
来
が
で
き
な
い
こ
と
く
ら

い
で
す
が
、
そ
の
間
研
究
を
重
ね
れ
ば
、
結
果

と
し
て
プ
ラ
ス
の
時
間
に
な
る
。
け
っ
こ
う
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
ま
す
」

　
春
か
ら
は
建
築
研
究
領
域
の
博
士
後
期
課
程
に
入

学
し
、
今
度
は
構
造
を
学
び
始
め
る
。
理
想
の
空
間

へ
の
布
石
が
、
ま
た
ひ
と
つ
確
か
に
な
る
。

12月10 〜20日に行われた博士審査展展示を美術学部総合工房棟上空より俯瞰。大学美術館
本館では制作過程などを展示した。本作で 2020年度の野村美術賞を受賞。（撮影＝中野幸英） 36



　
女
性
を
象
徴
す
る
生
き
物
と
い
え
ば
、
何
を
思
い

浮
か
べ
る
だ
ろ
う
か
？
　
そ
の
ひ
と
つ
に
蛇
が
あ
る

こ
と
を
、
彼
女

―
遠
藤
麻
衣
さ
ん
の
作
品
を
見

て
思
い
出
し
た
。
た
と
え
ば
、
能『
道ど

う

成じ
ょ
う

寺じ

』な
ど
で

知
ら
れ
る
安
珍
・
清
姫
伝
説
。
あ
る
い
は
、『
肥ひ

ぜ
ん
の
く
に

前
国

風
土
記
』
の
弟お

と
ひ
ひ
め
こ

日
姫
子
の
物
語
の
よ
う
に
、
自
分
と

交
わ
っ
た
男
の
正
体
が
蛇
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
女

性
が
異
世
界
に
さ
ら
わ
れ
る「
蛇じ

ゃ
こ
う
た
ん

交
譚
」
と
呼
ば
れ

る
伝
承
も
存
在
す
る
。
こ
の
蛇
交
譚
に
想
を
得
て
制

作
さ
れ
た
の
が
、
遠
藤
さ
ん
が
博
士
審
査
展
に
発
表

し
た《
蛇
に
似
る
》。
映
像
や
写
真
な
ど
複
数
の
メ

デ
ィ
ア
を
駆
使
し
展
開
す
る
連
作
で
あ
る
。

「
ウ
ィ
ー
ン
留
学
中
、
世
紀
末
美
術
と
日
本
の
近
代

美
術
の
影
響
関
係
を
リ
サ
ー
チ
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

そ
こ
で
ク
リ
ム
ト
の《
水
蛇
》
や
谷
崎
潤
一
郎

の『
人
魚
の
嘆
き
』
な
ど
、
蛇
の
よ
う
な
生
き

物
と
女
性
が
融
合
す
る
表
象
が
気
に
な
っ
て
、

自
作
の
問
題
意
識
と
繋
が
る
か
も
？
と
。
そ
こ

か
ら
ア
ジ
ア
圏
で
の
表
象
の
伝
播
、
な
か
で
も
、

海
を
は
さ
ん
だ
日
本
と
韓
国
で
共
有
さ
れ
て
い

る
物
語
の
リ
サ
ー
チ
に
発
展
し
て
。

伝
承
の
な
か
で
人
間
が
蛇
に
な
っ
た

り
蛇
が
人
間
に
な
っ
た
り
す
る
、
そ

の
変
容
を
生
身
で
ど
う
表
現
で
き
る
か
と

考
え
る
う
ち
に
、
作
品
が
増
え
て
い
っ
た

感
じ
で
す
」

　
蛇
に
擬
態
し
、
蛇
を
演
じ
、
蛇
の
物
語

を
語
る
。
も
と
も
と
彼
女
は「
行
為
す
る
」

作
品
で
世
に
問
い
か
け
る
作
家
で
あ
っ
た
。

自
ら
行
為
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
を
生

き
る
女
性
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

は
、
作
品
と
表
現
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

「
学
部
生
の
と
き
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
聞
い
て
思

い
浮
か
べ
る
の
は
、
上
野
千
鶴
子
さ
ん
や
田
嶋
陽
子

さ
ん
。
90
年
代
の
テ
レ
ビ
の
印
象
が
強
く
て『
怖
そ

う
』と
か『
強
そ
う
』と
か（
笑
）。
と
い
っ
て
も
、
ほ

と
ん
ど
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

油
画（
専
攻
）
で
絵
を
描
き
つ
つ
、
発
表
も
し
て
い

な
く
て
、バ
イ
ト
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
」

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
科
の
学
生

と
と
も
に
舞
台
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
こ
と
。「
修
士

課
程
を
修
了
す
る
こ
ろ
に
よ
う
や
く
、
人
に
見
せ
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
行
為
す
る

遠
藤
麻
衣

大
学
院
美
術
研
究
科
美
術
専
攻

油
画
研
究
領
域（
壁
画
）

自
分
の
肌
感
覚
の

届
か
な
い
と
こ
ろ
に
も

「
世
界
」
が
あ
る

えんどう・まい／1984年生まれ。7/2
より六 本 木の 21_21 DESIGN SIGHT 
GALLERY 1&2で開催される『Rules?』展
で《I AM NOT A FEMINIST!》を再演予定。
アートZINE『Multiple Spirits』も継続。

大学美術館本館での博士審査展に出品された《蛇に似
る》より。最初は、「体を黒く塗り、腕の部分だけを
蛇に見立てるアイデアから」創作が始められたという。



こ
と
と
作
品
を
発
表
す
る
こ
と
が
、
自
分
の
中
で
結

び
つ
き
は
じ
め
た
ん
で
す
」
と
遠
藤
さ
ん
。
修
了
後
、

3
年
間
の
在
野
活
動
期
間
中
に
開
催
し
た
初
個
展

『
ア
イ
・
ア
ム
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
！
』（
2
0
1
5
）

で
は
、
90
年
代
に
自
身
に
も
既
成
概
念
化
さ
れ
て
い

た
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
自
ら
演
じ
つ
つ

打
ち
破
る
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。

「
ろ
く
で
な
し
子
さ
ん
が
女
性
器
の
3
D
デ
ー
タ

を
頒
布
し
た
こ
と
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
や
、
西
尾
佳

織
さ
ん
演
出
の
同
性
婚
を
扱
っ
た
演
劇
に
出
演
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ろ
く
で
な
し

子
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
、『
女
性
が
そ

ん
な
活
動
を
す
る
と
、
信
用
を
な
く
す
よ
』
と
言
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
社
会
が
女
性
に
抱
く

イ
メ
ー
ジ
に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
。
こ
れ
ま
で
自

分
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
反

省
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
」

　
そ
れ
か
ら
2
年
後
の『
ア
イ
・
ア
ム
・
ノ
ッ
ト
・ 上：女性の身体性からの脱皮をイメージさせる《蛇に似る 0：晒》。中：神話の蛇に擬態し

た《蛇に似る 3：川》。下：蛇の物語を漫才形式で語る《蛇に似る 4：たまご丸》は、日本
語と韓国語によるかけ合いの絶妙なかみ合い方が愉快。（中・下の撮影＝松尾宇人）
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フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
！
』（
2
0
1
7
）は
、
遠
藤
さ
ん
自

身
の
結
婚
と
い
う
、
オ
ン
タ
イ
ム
の
出
来
事
を
扱
っ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
し
か
し
、
よ
り
生
身
の
含
有

率
が
高
く
な
っ
た
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ず
創
作
に
負

担
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
作
家
個
人
の

人
生
と
作
品
が
同
一
視
さ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
、

こ
と
に
女
性
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
に
高
い
。

「
こ
れ
ま
で
の
美
術
の
歴
史
に
も
、
同
じ
よ
う
な
例

が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
、
田
部
光
子
さ

ん
の《
人
工
胎
盤
》（
1
9
6
1
）
が
発
表
さ
れ
た
当

時
は
、
作
品
の
評
価
よ
り
も
ま
ず
彼
女
の
身
体
に
つ

い
て
言
及
さ
れ
た
と
か
。
一
方
で
マ
ー
サ
・
ウ
ィ
ル

ソ
ン
の
よ
う
に
、
作
家
と
個
人
を
同
一
視
す
る
よ
う

な
視
線
を
ユ
ー
モ
ア
で
か
わ
す
作
品
も
あ
っ
て
…
…
。

今
回
、
博
士
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
先
行
す
る
芸

術
実
践
を
ま
と
め
て
い
て
、
時
代
や
場
所
を
超
え
て

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
繋
が
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
」

　
同
時
に
、「
現
代
美
術
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
つ
く

り
な
が
ら
、
今
こ
こ
に
あ
る
出
来
事
ば
か
り
気
に
す

る
の
で
は
な
く
、
現
代
と
距
離
を
と
る
必
要
も
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
遠

藤
さ
ん
。
そ
う
し
た
考
え
を
抱
い
た
彼
女
が
、
学
生

時
代
の
総
決
算
で
あ
る
博
士
審
査
展
に
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
を
絡
ま
せ
た《
蛇
に
似
る
》
を
出
品
し
、
博
士

論
文 

「『
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
』
か
ら『
蛇
』
へ
　
表
象
と

物
語
を
演
じ
る
複
合
的
実
践
の
研
究
」 

を
ま
と
め
た

の
は
、
実
に
象
徴
的
と
も
い
え
る
。

「
漫
才
の
形
式
で
物
語
り
を
し
て
い
る
の
で
、
作
品

が
抽
象
的
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
私
は
自

分
に
と
て
も
近
い
、
現
実
的
な
こ
と
を
扱
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
制
作
ス
タ
イ
ル
は
、
制
作
者
の
当
事

者
性
を
根
拠
に
し
た
も
の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
も
世
界
が
小
さ
い
ま
ま
。
実
際
、

自
分
の
肌
感
覚
が
届
か
な
い
場
所
に
も
世
界
が
あ
る

し
、そ
こ
ま
で
も
思
考
は
広
げ
ら
れ
る
わ
け
な
の
で
」

　
確
か
に
、
世
界
も
動
き
続
け
て
い
る
。
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
の
全
世
界
的
活
性
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
た

#M
e Too

運
動
の
興
隆
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
ク
オ

リ
テ
ィ
、
L
G
B
T
を
は
じ
め
と
す
る
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
尊
重
な
ど
は
、
一
般
社
会
に
も
ア
ー
ト
シ

ー
ン
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
遠
藤
さ
ん
に
も
時
代
の
振
動
は
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
同
時
代
作
家
の
使
命
と
い
う
よ
り
、
も
っ

と
自
由
な
機
運
と
し
て
感
じ
取
っ
て
い
る
。

「
去
年
参
加
し
た『
彼
女
た
ち
は
歌
う
』（
東
京
藝
大

I LO
V
E Y

O
U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展
覧
会
・
8
〜
9

月
開
催
）
の
と
き
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
荒
木
夏
実
さ

ん
か
ら『
あ
え
て
の
覚
悟
ゼ
ロ
』
と
い
う
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た（
笑
）。
私
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
も
芸

術
実
践
も
遊
び
だ
と
思
う
し
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ

る
人
を
探
す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
」

　
性
別
も
、
人
種
も
超
え
て
世
界
を
さ
ら
に
広
く
捉

え
、
交
流
で
き
る
。
遮
断
と
分
断
の
時
代
と
思
わ
れ

が
ち
な
コ
ロ
ナ
禍
の
今
も
、
遠
藤
さ
ん
は
逆
に
可
能

性
や
希
望
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
。

「
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
も
連
絡
が
取
り
や
す
く

な
っ
て
い
る
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
オ
ー
プ
ン
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
増
え
て
い
る
な
ど
、
あ
る
点
で
は

情
報
の
共
有
や
連
帯
の
呼
び
か
け
が
し
や
す
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
私
と
し
て
は
、
向
き
合
っ
て

お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
よ
う
に
行
為
を
続
け
て
い
く
、

そ
ん
な
関
係
性
に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
先
で
、
何
か
面
白
い
発
見

が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
」

　
春
か
ら
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
、
再
び
世
に
出

る
遠
藤
さ
ん
。「『
ま
あ
、
な
ん
と
か
な
る
な
』
と
い

う
タ
イ
プ
。
た
ぶ
ん
、
ど
こ
で
で
も
生
き
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
」と
、
タ
フ
な
笑
顔
を
見
せ
た
。
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訪
ね
た
自
宅
の
練
習
室
は
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
1

台
で
ほ
ぼ
空
間
が
占
め
ら
れ
て
い
た
。
完
全
防
音
の

小
さ
な
部
屋
で
積
ん
だ
訓
練
が
、
ひ
と
た
び
演
奏
会

と
な
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
豊
潤
な
旋
律
と
な

っ
て
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
放
た
れ
る
。
昨
年
11
月
26

日
、
第
6
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
鐵
百
合
奈
さ
ん
の
博

士
審
査
演
奏
会
の
曲
目
は
、
昨
年
生
誕
2
5
0
周

年
を
迎
え
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

0
番
と
第
4
番
。
0
番
を
2
台
の
ピ
ア
ノ
で
、
4
番

を
弦
楽
五
重
奏
と
と
も
に
、
輝
か
し
く
弾
き
き
っ
た
。

「
終
わ
っ
た
あ
と
、
皆
と
も『
本
番
が
い
ち
ば
ん
よ

か
っ
た
ね
！
』
と
話
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
大
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
の
が
常
で

す
が
、
作
曲
さ
れ
た
当
時
も
小
編
成
で
楽
し
む
文
化

は
あ
っ
た
わ
け
な
の
で
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え

て
…
…
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
演
奏
だ
っ
た
ら

遠
慮
し
て
切
り
捨
て
る
表
現
も
、
人
数
が
少
な

い
と
機
動
性
が
高
く
て
、
よ
り
音
楽
的
な
会
話

も
で
き
る
ん
で
す
。
本
番
の
最
中
、『
あ
、
い

け
る
！
』
っ
て
テ
ン
ポ
を
上
げ
て
私
が
突
き
進

む
と
、
も
う
1
台
の
ピ
ア
ノ
や
弦
楽

が
そ
れ
に
つ
い
て
き
て
く
れ
る
、
と

う
感
じ
で
」

　
表
情
か
ら
も
、
達
成
感
が
見
て
取
れ
る
。

「
弾
く
と
前
向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
も
ら

え
る
」 

と
い
う
大
作
曲
家
の
作
品
を
学
生

時
代
の
集
大
成
に
選
ん
だ
の
は
、
年
齢
的

な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
私
が
コ
ン
ク
ー
ル
を
卒
業
す
る
年
齢
に

な
っ
て
い
た
の
も
、
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
点
を
取
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
ど
う

し
て
も
精
神
性
で
勝
負
す
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
曲

は
選
び
に
く
か
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
や
っ
と

好
き
な
こ
と
に
邁
進
で
き
る
の
で
」

　
演
奏
を
磨
き
上
げ
る
一
方
、
同
時
進
行
で
執
筆
さ

れ
た
博
士
論
文「
演
奏
解
釈
の
流
行
と
盛
衰
、
繰
り

返
さ
れ
る『
読
み
直
し
』
―

18
世
紀
か
ら
現
在
に

至
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
受
容
の
変
遷
を
踏
ま
え
て
」

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
楽
曲
解
釈
の
歴
史
的
変
遷

を
遡
っ
た
大
論
。
楽
曲
を
現
在
、
そ
し
て
未
来
に
つ

な
げ
る
た
め
の
緻
密
な
考
察
が
、
演
奏
家
と
し
て
の

確
か
な
目
線
で
綴
ら
れ
て
い
る
。

　
実
は
少
女
時
代
か
ら
筋
金
入
り
の〝
理
論
オ
タ
ク
〞

鐵
百
合
奈

 

大
学
院
音
楽
研
究
科
音
楽
専
攻

器
楽
研
究
領
域（
ピ
ア
ノ
）

過
去
の
自
分
を

読
み
直
し
、
い
つ
も

新
し
い
気
持
ち
で

てつ・ゆりな／ 1992年生まれ。桐朋
学園大学院大学講師を務めつつ、2019
年から始めた『ベートーヴェン  ピア
ノ・ソナタ全曲演奏会』を継続中。第
6回は 4/25、渋谷・美竹清花さろんで。

博士審査演奏会で使用したピアノ協奏曲第 4
番。手書きの楽譜は、演奏者の即興に任され
るカデンツァ部分を鐵さんが作曲したもの。
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の
鐵
さ
ん
。
香
川
県
に
生
ま
れ
、
ピ
ア
ノ
で
頭
角
を

現
し
て
東
京
ま
で
の
遠
距
離
レ
ッ
ス
ン
に
通
う
間
、

「
本
で
得
ら
れ
る
知
識
は
な
る
べ
く
本
で
読
ん
で
、

無
駄
が
な
い
よ
う
に
」
と
心
が
け
て
い
る
う
ち
に
、

分
析
癖
が
自
然
と
身
に
つ
い
て
い
っ
た
。

「
で
も
、
藝
高（
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
附
属
音

楽
高
等
学
校
）
の
頃
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
先
生
の
レ

ッ
ス
ン
で『
あ
な
た
は
頭
で
は
理
解
し
て
い
る
よ
う

だ
け
ど
、
演
奏
か
ら
何
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
』
と
ズ

バ
ッ
と
言
わ
れ
て
。
そ
れ
か
ら
、
机
に
向
か
っ
て
本

と
に
ら
め
っ
こ
す
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
て
実
演
を
た
く
さ
ん
浴
び
て
、
自
分
で
も
サ
ロ

ン
や
試
演
会
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
理
論
は
数
々
あ
る
な
か
、
一
回
限
り
の
演
奏
に
お

い
て
た
っ
た
ひ
と
つ
の
演
奏
法
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
演
奏
家
の
宿
命
。
分
析
を
実
際
の
演

奏
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
、
自
身
の
テ
ー
マ
に
据
え
た
。

「『
先
生
が
こ
う
言
っ
た
か
ら
』
と
か『
私
は
こ
の
系

譜（
流
派
）
だ
か
ら
』
と
か
、
何
か
ひ
と
つ
信
じ
る
も

の
が
あ
れ
ば
楽
だ
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
、
演
奏
は

再
現
芸
術
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
都
度
創
造
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
そ
れ
に
、
私
は
雑
草
な
の

で
、
選
ぶ
余
地
は
あ
る
な
と（
笑
）。
選
ん
だ
と
し

て
も
、
過
去
の
自
分
の
選
択
を
絶
対
に
守
り
き
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
も
な
い
で
す
し
ね
。
読
み
直
し

を
し
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
気
持
ち
で
音
楽
に
接
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
新
し
い
音
楽
と
の
向
き
合
い
方
は
時
代
か
ら
も
要

請
さ
れ
る
の
だ
と
知
っ
た
の
が
、
2
0
2
0
年
。
コ

ロ
ナ
禍
で
演
奏
会
が
次
々
に
中
止
と
な
る
な
か
、
音

楽
家
た
ち
は
配
信
で
の
音
楽
活
動
を
模
索
し
、
鐵
さ

ん
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。

「
た
ぶ
ん
歴
史
上
、
こ
こ
ま
で
演
奏
家
と
聴
衆
が
乖

離
し
た
こ
と
っ
て
、
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
演
奏
家
の
息
遣
い
を
伝
え
ら
れ
る
生
演
奏
と

は
違
っ
て
、
動
画
配
信
は
家
で
練
習
し
て
き
た
も
の

を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
出
す
し
か
な
い
。
日
常
空
間
で
聴

く
た
め
に
は
音
量
に
も
制
限
が
あ
る
し
、
ミ
ス
タ
ッ

チ
だ
っ
て
な
る
べ
く
少
な
い
ほ
う
が
い
い
…
…
そ
う

す
る
と
、
人
間
が
弾
く
意
味
は
あ
る
の
か
？
っ
て
。

思
い
つ
め
た
と
き
は
、
自
分
は
こ
の
世
界
に
必
要
な

ん
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
」

　
そ
れ
で
も
昨
秋
、
自
粛
後
初
の
演
奏
会
で
は「
出

て
拍
手
を
も
ら
っ
た
だ
け
で
泣
き
そ
う
に
な
る
く
ら

い
、
う
れ
し
か
っ
た
」と
鐵
さ
ん
。

「
同
じ
空
間
に
聴
衆
と
演
奏
者
が
い
て
、
後
ろ
に
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
が
い
る
。
小
難
し
く
考
え
て
い
た
け
ど
、

演
奏
で
き
て
、
こ
う
し
て
聴
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で

幸
せ
な
ん
だ
な
…
…
と
。
生
き
て
い
る
っ
て
い
い
な

と
、
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
」

　
困
難
の
年
に
学
び
舎
を
離
れ
て
も
、
道
は
続
き
、

音
楽
を
創
造
す
る
喜
び
は
消
え
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
と
っ
て
も
、
き
っ
と
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
。

昨年はもっぱら自宅での練習を重ねた。後輩たちに
は「何でも柔軟に吸収してほしい」とエールを送る。41



fお知らせ f
今後の催しや大学のさまざまな取り組みを紹介

『フォルマシオン・ミュジカル教
育法によるティーチングプラン　
実作品を用いたソルフェージュ』
3960円

　

コ
ロ
ナ
禍
で
展
示
や
演
奏

の
機
会
が
失
わ
れ
て
い
る
在

学
生
お
よ
び
本
学
出
身
の
若

手
芸
術
家
た
ち
。
彼
ら
に
作

品
発
表
の
場
を
提
供
し
、
育

成
・
支
援
す
る『
東
京
藝
大

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
2
0
2
1
』

を
3
月
18
日
〜
4
月
30
日
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
は
、
ウ
ェ
ブ
上
に
設

け
ら
れ
た
美
術
館
や
奏
楽
堂
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
と
も

連
携
し
て
国
内
外
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
鑑
賞
者
・
支
援
者
が
直
接

コ
ン
タ
ク
ト
可
能
に
な
り
ま

す
。
優
秀
作
品
は
審
査
員
に

よ
る
審
査
と
観
客
の
声
や
ア

ク
シ
ョ
ン
を
踏
ま
え
決
定
し
、

受
賞
者
に
は
活
動
支
援
の
た

め
賞
金
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

才
気
あ
ふ
れ
る
若
き
芸
術
家

た
ち
の
表
現
を
お
見
逃
し
な
く
。

https://tokyogeidai-artfes.geidai.

ac.jp/

　

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ

ザ
は
東
京
藝
大
の″
出

島
〞と
し
て
、
常
時

1
0
0
0
点
以
上
の

ア
ー
ト
作
品
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

「
見
て
、触
れ
て
、買

え
る
」上
野
の
新
ア

ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

2
学
部
14
学
科
、
大

学
院
に
在
籍
す
る
学
生
と
教
員
、
そ
し

て
卒
業
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が

ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
一
堂
に
会
し
、
一

点
も
の
の
作
品
が
い
つ
で
も
購
入
で
き

る
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
は
、
世

界
を
見
渡
し
て
も
珍
し
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

3
月
20
日
〜
5
月
16
日
の
展
覧
会

『
旅
展
／
こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
へ
』

で
は
50
名
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ

る
作
品
を
通
し
て
、
空
想
の
旅
へ
と
誘

い
ま
す
。
来
店
が
か
な
わ
な
い
方
に
向

け
、
ウ
ェ
ブ
で
の
作
品
紹
介
も
充
実
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://artplaza.geidai.ac.jp/

　

藝
大
出
版
会
で
は
、
大
学
院
音
楽
研

究
科
音
楽
文
化
学
専
攻
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ

ュ
研
究
室
の
照
屋
正
樹
教
授
に
よ
る
教

案
集
を
出
版
し
ま
し
た
。

　

本
書
は
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
の
見
地
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
実
作
品

を
教
材
に
、
聴
音
、
リ
ズ
ム
、
分
析
、

視
唱
な
ど
音
楽
の
基
礎
教
育
を
行
う
た

め
の
一
冊
。
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
教
育
に

携
わ
る
教
師
お
よ
び
学
習
者
を
対
象
に
、

長
年
に
わ
た
り
教
鞭
を
執
っ
て
き
た
著

者
が
、
実
際
の
教
育
現
場
で
培
っ
た
実

践
的
か
つ
効
率
的
な
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
プ

ラ
ン
を
伝
授
し
ま
す
。

　

藝
大
出
版
会
の
書
籍
は
、
藝
大
ア
ー

ト
プ
ラ
ザ
で
も
販
売
中
。
最
新
情
報
は

公
式Tw

itter

（@
G

eidaiPress

）に
て

発
信
し
て
い
ま
す
。

音楽教育に携わるすべての人へ
藝大出版会の新刊

オンライン芸術祭で若手芸術家を支援
東京藝大アートフェス2021

見て、触れて、買える
藝大アートプラザ
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大
学
美
術
館（
上
野
）の

　 
展
覧
会

f
本
館

渡
辺
省せ

い
亭て

い

―
欧
米
を
魅
了
し
た
花
鳥
画
―

3
月
27
日
〜
5
月
23
日

美
し
さ
の
新
機
軸

〜
日
本
画
・
彫
刻　
過
去
か
ら
未
来
へ
〜　

公
益
財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団

第
五
回
文
化
財
保
存
学

日
本
画
・
彫
刻
研
究
発
表
展

※
同
時
開
催

模
写
の
近
代　
模
写
の
現
代　

公
益
財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団

10
周
年
記
念
特
別
展

6
月
5
〜
13
日

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
展

6
月
8
〜
27
日

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0
2
1  

Ⅰ
期　

雅
楽
特
集
を
中
心
に

7
月
22
日
〜
8
月
22
日

S
D
G
s×

A
R
Ts 

東
京
藝
大I LO

V
E YO

U

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
藝
術
は
人
を
愛
す
る
〜

7
月
22
日
〜
8
月
31
日

藝
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
2
0
2
1  

Ⅱ
期

8
月
31
日
〜
9
月
26
日

再
現
―
指

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
示
と
そ
の
手プ

ロ
ト
コ
ル順

8
月
31
日
〜
9
月
26
日

「
ミ
ロ
ク

―
終
わ
り
の
彼
方 

弥
勒
の
世
界
―
」展

9
月
11
日
〜
10
月
10
日

f
陳
列
館

I LO
V
E Y

O
U

 

プ
ロ
ジェ
ク
ト
2
0
2
1

展
覧
会「
居
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
？
」

6
月
1
〜
20
日（
予
定
）

日
本
画
第
二
研
究
室 

素
描
展

6
月
23
日
〜
7
月
5
日

工
芸
総
合
演
習
2
0
2
1「
視
つ
め
る　

か
た
ち
―
素
材
か
ら
表
現
へ
―
」

7
月
8
〜
15
日（
予
定
）

「
つ
な
が
る
糸 

ひ
ろ
が
る
布
」

テ
キ
ス
タ
イ
ル
三
美
大
交
流
展

7
月
22
〜
30
日

う
る
し
の
か
た
ち
展
2
0
2
1

8
月
17
〜
29
日

一
研
展

―
日
本
画
第
一
研
究
室
発
表
展
―

9
月
3
〜
18
日

藝
大
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ラ
ボ

成
果
発
表
展（
仮
）

9
月
22
日
〜
10
月
4
日

   

奏
楽
堂（
上
野
）の
演
奏
会

藝
大
フ
ィ
ル
定
期
第
4
0
3
回

4
月
23
日
19
時 

3
0
0
0
円

同
声
会
新
人
演
奏
会　
第
1
日

4
月
24
日
14
時

2
0
0
0
円

同
声
会
新
人
演
奏
会　
第
2
日

4
月
25
日
14
時

2
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
1

5
月
13
日
11
時

1
0
0
0
円

管
打
楽
器
シ
リ
ー
ズ
2
0
2
1

フ
レ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
サ
ー
ト

5
月
19
日
18
時
30
分　

一
般
2
0
0
0
円

高
校
生
以
下
1
0
0
0
円（
要
学
生
証
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2

5
月
20
日
11
時

1
0
0
0
円

藝
大
フ
ィ
ル
定
期
第
4
0
4
回

新
卒
業
生
紹
介
演
奏
会

5
月
28
日
18
時
30
分

《牡丹に蝶の図》
1893（明治 26）年
絹本着色 一幅 個人蔵

上：小倉遊亀《径》1966 年 東京
藝術大学蔵　※Ⅰ期のみ展示
左：竹内久一《伎芸天》1893 年 
東京藝術大学蔵　※Ⅰ期、Ⅱ期とも
に展示
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2
1
0
0
円

創
造
の
杜
2
0
2
1

藝
大
現
代
音
楽
の
夕
べ

6
月
4
日
19
時

3
0
0
0
円

藝
大
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ケ
定
期
第
37
回

6
月
6
日
15
時

1
6
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
3

6
月
10
日
11
時

1
0
0
0
円

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ケ
定
期
第
63
回

（
藝
大
定
期
第
4
0
5
回
）

6
月
10
日
19
時

1
6
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
4

6
月
17
日
11
時

1
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
5

6
月
24
日
11
時

1
0
0
0
円

藝
大
と
あ
そ
ぼ
う
2
0
2
1

雅
楽
と
オ
ル
ガ
ン
の
科
学

6
月
26
日
14
時

高
校
生
以
上
1
0
0
0
円

小
中
学
生
5
0
0
円

未
就
学
児
無
料（
3
歳
か
ら
入
場
可
）

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
6

7
月
1
日
11
時

1
0
0
0
円

ウ
ィ
ン
ド
オ
ケ
定
期
第
91
回

7
月
7
日
19
時

一
般
1
6
0
0
円

高
校
生
以
下
5
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
7

7
月
15
日
11
時

1
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
8

7
月
22
日
11
時

1
0
0
0
円

藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
1

ピ
ア
ソ
ラ
百
年
の
旅
路

7
月
24
日
時
間
未
定

料
金
未
定

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
9

7
月
29
日
11
時

1
0
0
0
円

和
楽
の
美

「
古

い
に
し
えの
花
」

7
月
31
日
時
間
未
定

料
金
未
定

藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
別
編

音
楽
劇《
エ
グ
モ
ン
ト
》

〜
ゲ
ー
テ
に
よ
る
悲
劇
〜

8
月
29
日
時
間
未
定

5
0
0
0
円

モ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
10

9
月
9
日
11
時

1
0
0
0
円

ジ
ャ
ズ 
in 

藝
大 

2
0
2
1

9
月
11
日
時
間
未
定

料
金
未
定

＊
展
覧
会
・
演
奏
会
の
名
称
、
会
期
･

日
時
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
新
情
報
は
、
東
京
藝
術
大
学
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（h

ttp
s://w

w
w

.g
e

id
a

i.

ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
展
覧
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
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◎新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、本欄記載の展覧会・演奏会が変更または中止に
　なる可能性があります。お出かけの際は上記の問い合わせ先にご確認ください。

奏楽堂

44



［個人の皆様］
佐藤隆幸様　36万 5000円
窪田卓様　30万円
遠山敦子様　10万円
平山一哉様　10万円
山下正明様　10万円
熊本昭彦様　5万円
田中寧様　5万円
細田薫様　5万円
秋葉弘実様　3万円
澤田及子様　2万円
藤本昌志様　2万円
渡辺孝様　2万円
蟻川隆正様　1万円
上田武夫様　1万円
上原由美様　1万円
内田良一様　1万円
小川恭範様　1万円
河野里香様　1万円
佐伯禎子様　1万円
栄克朗様　1万円

鈴木敦子様　1万円
富山紀美子様　1万円
外山雄三様　1万円
中村篤様　1万円
福田典子様　1万円
本多正和様　1万円
松村一義様　1万円
森實亜紀様　1万円
秋山境様　5000円
島野聖章様　5000円
藤本洋子様　2200円
峠聡美様　2000円
阿知波千晶様　
有坂恵美子様　
井川志美様　
石井洋様　
石井敬孝様　
石田徹也様　
石橋宗弥様　
泉玲子様　

井出久實子様　
内田美保様　
荻野清子様　
齋藤勝之様　
坂口悰治朗様　
塩澤倫子様　
塩澤充泰様　
出倉令子様　
永坂友康様　
新山明子様　
二代目花柳壽應様
野島やすゑ様　
福嶋直太郎様　
吉田久美子様　

［法人の皆様］
合同会社アンプラグド様　5万円
ソフィア株式会社様　1万円
株式会社 IKI（東京藝大発ベンチャー）様　

q藝大基金寄附者ご芳名
東京藝術大学基金（藝大基金）へ温かいご支援を賜りました皆様に、深謝申し上げます。
本号では、2020年11月から2021年1月までに寄附の申し込みをされた皆様を
掲載させていただきます（掲載をご承諾された方のみ）。

q藝大基金のお願い
「藝大基金」は、東京藝術大学の長期的・安定的な財政基盤として、教育研究活動や社会連携活動の一層
の発展と、我が国における芸術文化の振興などに資することを目的に設立されました。各種プロジェクト
などの実行と、学生へのさらに充実した支援体制を築くため、広く地域社会や企業などの皆様からご寄附
を募っております。藝大基金の趣旨にご理解をいただき、ご支援を賜りますようよろしくお願いします。

藝大生に緊急の支援を。若手芸術家に活躍の場を。
「若手芸術家支援基金」
東京藝術大学基金へのご寄附は、新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、展覧会や音楽会の中止などで影響を受けている在学生および本学出
身の若手芸術家を支援する「若手芸術家支援基金」の原資となります。
そして「若手芸術家支援基金」では、『東京藝大アートフェス 2021』の
開催（→ P42）、在学生への修学支援、学生などが開催する展覧会・演奏
会への助成といった応援プロジェクトを実施しています。

fお問い合わせ
社会連携課渉外企画係　☎ 050-5525-2400　藝大基金ウェブサイト http://fund.geidai.ac.jp/
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